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鉄山硬惑定証文 天保 5(1854 )年 (上斉原村田淵仁亀夫氏所蔵 )
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池が同年 5月に竣功,さらに上斎原(格原 )発･愁軒が昭和 5年 7月に運転開稗したo第 2次世界大
概後昭和 50年 11月になると人形暗にウラン鉱が発見され,昭和52年8月には原子燃料公社人







このようを過疎化の進行過程で人口の減少を食い止めるべく,林業 ･畜産 ･観光を行政の 5本柱と
し,｢患1･れた自然を此林業と観光に活かし,健康で明るい丑か在村｣の建設に努めている.
当地域研究会払 岡山県の最北端に位置するこの山村が,いかなる歴史的過程を経て今日にいた
少,新たな時代にいかに対応し変貌しつつあるかを歴史･地嬰 ･蕗英経済 ･社会 .教育 ･文化の諸
分野から総合的に明らか托したいと周った.調査は昭和49年 7月25日から29日までの 5日間
を本調香とし'教官8名,数垂所属5年次学生全員54名,それに卒業生有志d名の応援を得てこ



















発 刊 に よ せ て
上斉原村長 三 船 続 昌
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るO最高所は1.255717(三国山 ),点低所は 440桝毎度 (吉井川の谷 )｡周縁,l l.0 0 0～ 1.2
00mの山嶺であり,中央に向って次第に低く去る｡高庇区分別の面棟比は,右心 -iかに計井すると,
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｢鳥取北部 ･南部｣(村LLl正郎 ･一色直記 ･坂本 lF,1965)に詳細に記叔されている｡それらを
要約すると以下のようである0
本村域の地質は,生成時代の古いものから,(1)三郡変成岩類,(2)後期中生代火山岩類,(3)後期中生
代進入岩軌 (4)鮮新世初期 (あるいは中新世末期 )の人形峠層,6)鮮新世火山岩類,および(6)第四紀
河岸段丘堆積屈および神棚届から碗成されてVlる｡これらの地質馳係を表 1- 1- 1に示す｡また地
貿概略図を凶 1ll12に示す0
本村の大半の地域は,中生代送入岩類によって構成されてVlるO こめ附近の迷入岩は大別して5期



























山火山Pn出物と推定されている｡ (高橋適郎 ･三宅 隆 )
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山田直利 (1941)二5万分の l地質図幅｢奥津 ｣も-よひ同説明=3.地質調査所
山田直利 (1946):5万分の 1地質凶幅｢智頭 ｣および同説明現 地質調査所
村山正郎 ･大沢 瀕 (19ム 1):5万分の1地負図幅 ｢官省 ･倉吉 ｣もLよひ同説明苛.地粥調査
所
村山正郎 ･一色直記 ･坂本 苧 (1965 ):5万分の 1地質図偏 ｢鳥取北部 ･南部 ｣および同説
明帯.地質調査所


























人形峠屑の基底は,山田(19 6 1, 6 6 )I,Cよれば人形峠で72 0m,辰己峠で 670- 688
- a-
mで,西から東へ向う河谷状であるというO その方向は佐治谷の方向にほとんど協和的であり,人形







標高70077から9 0 0mの間にひろがる′J､起伏面を一指する｡^形仙の東に一段低く8 0 0 m前
後に広がる小起伏面 (^ 形仙牧場面 ),高清水高原山頂′J､起伏面の下に 800- 85071程度の綻頓
斜面 (高神水高原スキー場面 ),池河と赤和潮間の小起伏面 (池河牧場面 ),恩原貯水池の周辺に8
























豊島音別 (1974):佐治谷を中心とした兼中国山地の地形 ,東中国山地 自然環境調査報告
PP 11-16
簡村甚助 (1965):Chugoku Moln~L払in8 aS a Staircase morDhot()gy.
Sci.fiept.Tohoku Univ'.,Ser. 7 (G90gr.), 12, l-19
山田直利 (1961,Aa):5万分の1地質図幅かよび同説明苛｢奥津｣,｢智頭｣ 地質調査
所
吉川虎雄 ･杉村新 .月額舛千 ･太田陽子 ･阪口 豊 ( 1975 ):日本地形論


























(4) 鉄穴 (かんな )地形






























写 真 I- 1-3 鉄大地形
























































































⑤赤縄 粘鯛 1(/uB峠層 )
Ll花1-.g岩
⑩の枯二上層の上に大きさの不揃いを雑多の円錐が堆耕しているoこの錬屈は水成堆横によるもので
あるoこの付近の^形峠届撤 岩船 ら木の葉の化初 壌 見される｡ (三宅 隆 )
参考文献


































皿cl ････ 夏 ･冬ともに降水iiは 少女く,冬暖う･く定はb･)忍である｡
]lc5-- 口C5と同じだがrB向Jはさら忙強い.瀬戸内気膜の壕も代表的地域O咋日脚 印il(rf
24り0時rtiJを超す｡
]lL) ････ 夏も冬も降水i丘比少か -0
uc -･･山F'より漸戸内気候の特徴が鮒 .､U
この気候区分によれば,恩軌 岡山,砂山,i,そtLそれIrl,mC.Ⅰ92lp,E拭するo
IR原,岡山,津山にかける気温.降水inl,桃雪のデータを比較すると,衷 1-2- 1- 4のとか
i)であるO
東 1-2- 1 S.44-S.48 5fFrHjの月別平均最高気温 (℃ )




表 1- 2-5 S.44- S.48 5年間の月別平均降水丑 (〟 ) .,
I. 6 丑 1 -





月)}Tlj平均赦みJ気温について,5地域を比叔すると,赦寒月 (1月 )では恩原 2.4●C,阿山 9.i.C.
評山 b･4'Cであ ･),岡山 ･津山にくらべ ‥阻原は 7'C融後腹いく.蛸 月 (8月 )では恩原 27.1'C,
榊LU51･8℃,津山5 1･7℃と恩原がIPは b4C前後低い値を7T:ナ0
月別平均堤低気温につIハても, 1月でqL鼠原-5･1'C,岡山1 0.7fc,坪山- 1.5℃ ,8月では
,Ll原 17･9'C,阿LLj25･11C,斡山 21･7℃となり.貰 ･冬とも剛山との差は 5-C前後,坪山との
産れ4C前後で,,LR原が!,iるかに低い他を示しているO
平均点高気温と平均lJ丘低気温の差を計j‡すると,恩折で 1月 75℃,8月 9,2℃,f靴 ｣で1月 1
0 5C,8月a7Lc,tALr山でl月?･9℃ ,8月 10･D'Cとなる｡恩原では冬期の昼と夜 との乳温差
F:lPt･iLLl.樺山に･くらべて少なく,定期のそれ比比較的大きい値を示すO坪山の8月の平均最高気配








鳳 際の年間降水Eiは 2.0aOJrnrを越すo岡山,D 2嬢てあり,維山と比較しても1･5倍であろ.,棉
徴的をことは,冬季の降水丑が他と比Lて特r/t多vtことであろo冬季5ケ月 (12- 2月 )の降水





Lた日が続 き.降水,!j出 様めて少なく売るハ昭和4 I- 48年の 5年間の平均CE'三,liJi-Qi,,LA灰で 1
89.4L初,樺山で45.4C7',岡山で 15.4mと.きわだった対照を示すO恩原の 1-5月iy]･7)楓f
飛5:1大 きい｡恩威指広さスキ 一ー切をけ じめ,^形峠スキーJg,_=ケ山スキー場,岩崎省スキー場たど,
上兼原村(":はスキー場が多く,冬季にはにぎわう｡喝原と上斎原役場付近とでは榔 vL勘 ;あり,
恩脱の方が雷が深いoRLJ和 54年の上兼原村誌に .rれ:ィ,昭和50年鮭の巌深爪雪は,,野原の方が
i')2倍の深さで,山高 1.571とある.また,樵 ITの感応としては,昭和 51年の7･0〃吻:吉聴 され
てL･lr)"
恩軌は冬季たけに触らず,夏季の8,9月にも,防水Lに岡山 ･他 山より大きい値を示すoそれ
LIC対Lて,6, 7月は さは.t'大きい差を示してレlかJlかこれ妊 6,~7月が榔 符の畔地にあた り,オ
ホーツク海と太平洋の高気圧の間に細両前故が発生 し,この前線か 日本列島の上空J.{停耕し,日本
全土_tJ,C雨を降 らせるため‥殴凪 岡山,津山の降水山こ差があまりみられなvlのてあろう｡ただし,
･一般にVj:,平野取り 山杓いの地域に降/kEtは多lハエうである O 8,9月に入 ると,日本列島は小
笠原高気圧_Vr_甘･p･われるため,恭し類い繭か らの季節風が吹轟,冊天が涜 く日が多い｡ しかし中岡
山地で/^･L,強いEl射のため暖まった空銭が急に上汁 .tるので,新 し甥 を生 じ,'前雨の発生すること
が多いO このたk.)平野部の岡山,津山にくらへて,過払ipICおいて!rtJR 孝もまた,降水謎が記 しハ値を
示すことt'E-'1るt.
tLか｣二蒲原何誌に伯和= 年の気旗デ-クが記されているへ抜きヨlrSすると次の通 りでみろ-




年平 均 気 忘]Lu 15.C
--15-
天候日数 約 116日 食 156日 雨65日 野 28日 '
初端 10月ld日 滞船日 5月 18日





jd･野正敏 (19占8 )‥中国 ･【唱同地方の気銃区分 地理科学
厳木姓江 ( 1912)‥上斎原村蓋 (革渦 )
(中､も 玲 + )
第 2 葦 人 口 と 嬢 落
1､人 口構 成 と人 口移 動
(1) 総人口とその推移
1･.訴ノ主,7村の総人口比僻和 4561:-( I970)i"J国勢調査によると, 1,209人 (男 595人,
女614人)である｡昭和 49年 7112日u硯tflの人｢11.172人(93566ノ＼.女 dn6人 )
で. Lt5年度 r.I)3･1飾減少しているoユ(.LMrf法虻 555附帯-//tら290u_用字V(二減少Lて五･i),
その班少零(,い う･4atF,であく,.
次fhr.総^口,TL)推移をみていって7>ようO村1エ二(.=丈久元年 (1らa1)5月rL)^ 口,戸数が.近
収されているカ㍉ これI,"I:上ると人口は 499人 (【1248人.女 241人 ),戸数(A:120戸で
ある｡付譜または現勢iB奄h-,芋にエろ人口の推移キムていくと.明治 15年 (188 0)の^Ll紘
510人(132ム5人,女 247人),明治 55年 (1902)には 941人(jJj490人,女
d 51人 )明治 4u年 (1907)には 981^ (男5 55人･女 4 18人 )･大正元年 (1 9
12)に比 119 6^ (;Vld JO人,女 55d人 )大正5年 (19 16)には l,299人 (男 d
75^ .女L524^ )で･i:,るof粥治55年から息虹:･亡増加をしていろのは,ft科のら力丸′1Kl.ち
差火もみろで,あろう7();,との I.うPE理血 =^よるもの1あろうか｡明治初期から大正時代に量るこ
の時脱比.日子!1-･日露軟争iL･-て,iLt代郎 がー勃興,発展 し,さら('こ約 1次政界大戦JIFにL-いて
飛燕的(,C獅 生したIu本姓折の.･Lj度化rJ時代である｡こ:i)r軌 日本の人口は'し/たいに増加 してい
る机 それと同じく,上斎原村の^LjもifulJTJしてt.I-1もo
l . 大正 9年 (1920)から(rl.Lj勢調査l亡上る人口の変化i_･みてみよう｡(表 2- 1- 1)
r- 大IE14年 (19 25)に,人U,Lq稲敷 とも忙かなbの縮少を示 しているOこれは.農村恐慌





･rlわれ 車用 -人口が()7L出したためと男:iられるoなれ ^口eIJ拭少E,eくらべて,妙芹;訂{'の滅少
壮少ないo これ虻家族のうちの一一邦が流出したことを示 している｡岬和 20年の調査で81,人Ll.
昭 F,･孝女とも増加を示していろ｡これ仕,萄 2次世辞大椴の放化托ともない,疎開のための肘 に人
rlの流入yCよるものと考えられる｡これらの人LjIl,不毛後拝辞の稚興とともに都市に中流 してい











上 斎 原 村 の 人 口 変 化
L肯 ~T 9TI一･ 衣 世 作 叡
(100) 849 748 518 (10,0
_･.●-.ll.･.･.- ト.I-. -(849)事 占89(1054 l 8 . 629 271 '｢ も577748 525 (101.d
(95.也)i 774 711 510 (_9日














(I oldlT ｢ ロ-i
(8-)rH5-｢一丁AT 5(10{5丁 -L｢:三i㌧･J｢t,1日 _
49 1,72(75.言T｡062907.2T 三61｣
｢岡山県統計年報｣ 昭和 49年度は住民票の7月 28日現在 エb作成
●
【■
･Jlc上る増加と考えられる.昭和 50年 (1955)に仏 前の調査より, 2･5多減少してかb,昭和





ところ机 昭利 46年 (1965)の明証では或少に転じ,･その汲少事は_8.9序であb.昭和 45年
春の国会で成立した ｢過敢 出城対策緊急槽駐法｣の適用をうける要件である5年iJnrjの減少率 100i以
｣こ椎は遷しなかった｡しかし,人口娩少峯 7･5飾臥 ヒを過敏地域とする考え方もあb,この考え方によ
ると･.すでiG=この時点において過疎地城であ13允とvlえるO昭和 45年 (1970)の調査で壮大巾
















55 4〔) 45 49
る髄落別人口の変化からも明らかであるO-J升にもi〆 たが,附和49年 7月現在の^ロ払 DI=i和 45




次に,一也帯あた bの平均人月をみてみろと.今国的櫛向と同 じく†哨和 55年 (1960)以降,




国勢調査による附和 5年 (1950)から昭和 4 5年 く1970)め_上斎原村の就非人Ljを第1次(
-19-
il呈･林 ･水産粂 ),窮 2次(= ･盛設･製造典 ),荊 5次 (商･適職 ･通信 ･サービス英)に分類 し
ているのが表 (2- 1- 2)である｡
衷 2- 1- 2
箆 某 別 人 rj と そ の 割 合
昭和 22年極 和 2
7518′171868 792
656 -7 車言 T l冒 5-
卜 _ __ITTG二二讐二二[455t林英一狩猟第- 1
撫某水産重岡兼 o l o [
ナ寮 ?_次 産 業 157 17.5 62 ん4 28
l山_ ~l~~繁 栄 0 口 0 0
虻 設 業 LI Al ld 19
怨 造 菜 157 2 1 12 52
窮 5次 在 英 115 川2,111ll.5l lO4 12.q 123 川 d
卸 売 ･小売第 57 T表~ ･ 14
筆遇 二豊 墨｣ 3














!1- Ll__～業25 1d 44_ _ - _ J
巣1 5
I.･rT ,
昭和 55年 .梢和 40年 昭和 4 5年
15014,71019.9 121 15_91289; ･ 60
ldt=1望 巨 d_ 19･5i_215 28▲0
6 1 27 王5 ] 67
'PI-1 ワ 21 15 15
- - - - - -⊥ ニー ｣ 一 二
の 他 D フa I ミ ∩
?T 一触宣 宗 851_0最 _1｡｡∴ ∴ .-OL D.:
21 1
ii-a i
一 日 - ･ 1
蕗118 10〔欄1852 1DO軒 761 100⊥_
L (｢開uJ収統計年俄｣上b作成 ) `
l
'まずJ批讃人Ljから九てみようO意摘呈人口比脚部 22年 (1947')までは増加している/'㍉ 剛 n
25'1-'･(1950)I/Cは減少In態 Ll.総人口の減少率が 1-1･解であろのUL-対し10.6啓と大 きい｡ E_
れ虻戦後の特殊-qi惜VEよると忠伽1もOさら!･'erlWli50年(1955)まで減少 しているが,帽和55
午 (19dU)の･捻人口の増加ほともJない｣軸 IしていろOところれ 昭和40年 (1955)耶 l｣45
年 (197u)の10年間の渡少率壮 2215席と,非常K言いハ値を示 しているo
L):-'rL'･昭利 4 5'JT:･の渡英別人｡をみると,窮 1次産#^l｢が5占.1%, 窮 2次産薬人口が 159飾,







? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
産 業 別 人 口 の 割 合











窮 1次藤井^口が減少傾向にあるの忙対 し第 2次,喝 5次産業人口は増加愉向にあるO しかし･そ
の1.円.加の辿度はゆるやかであるO務 2次産施人rlej刑合は襲 2- 1- 2 からわかるように'昭和
5.午 (1950)から昭和 22年 (1947)(,Cかけ●r較少 しているのを除 き･他の特XF]はいづれも
増加しているoW13利 55年 (19d0)に急増してV.もの比いうまでもなく'昭和 50年 (1955)
に発見されたウラン鉱床に関係する人 の々転入VE原田すると考えられ るOそ して･昭和45年(19
70)vc減少しているのもこれI.CL史1係する｡
荊 5次産業人[コの割合は,潜架に増加 してさてか .i,,rトビもサービス其の榔 Inがめだつoこれ軌
間辺の温泉町に働きVC出かける人力くいるためと考えられる○又･昭和 45年 (19d8)I/C姐設され





年令階層別人口梢成を表わしたのが襲 (2- 1- 5)であるoこの表から人口ピラミッドをつくる
(rxj21 1- 5)｡.それVEよると明治41年 (19D8)のもqJで仏 はぽ ビラミリド型を示すの忙
対 し,昭利 50年 (1955)から以後のものは若年労幼者層のところが- こむ,V,わゆるEJ上うた
ん考.i,lL･しだいに示 し始めてかLJ,昭利 49年 (1974)のものは頗譜である｡ このことからも先tn:
述べた;r:右舷経済成長により/､ロが都市-維LtiLたことが うかがわれる｡
衣 2-1-5
年 令 階 屑 別 人 口
1昭和 25年 nf3和 5n咋 昭利 55年 昭和 4.岬 l !昭和 45年 i昭和 49年
0-､一4 195 192男104女 88 171 男 91女 80 141 男 dd女 77 49 44 男 20女 2
5-- 9 202 2CId 1051 20D 10795 157 8475 104 t -dO 2d54
1 10-14 187 186 906 2Dd( 104i 2 188 1048 129 104l 48Sd
Il15-19 174I 184 d2Ll 75 5540 62I 5428 48 1つ91 572
20-24 158 157 8176 149l 856 84 55J19 56 85 2956
25-29 118 告 .78 958 128 626 ^5 57 5522
50-54 111 4566 129 8148 151 747 84 56 552
55-59 74 524 121l 52F 69 125 5-075 127 85 550
40-､ノ445～ 9 652 105 51LI 80 JIB40 111 592 102 125 d2･ 5
74 559 108 54 82 LI240I107 84 LIDd4
50一､月4 75 75 587 95 L7550 71 89 454
55一一59I 65 541 74 4155 72 5占d 78 70 55
60-64 104 57 289 64 551 67 5829 dさ .71 2645





昭和 J9年 7月 28日現在の人Lj柵成をみ;'Dと0- 日 才 (年少^口)は 208^ (17.8勿),
15- 59才(生産年令^ロ )は 740人 (65･1弟 ). 60才以上 (老年人口 )は 224人(1?.1
飾)であるO以下表 (2- 1- 5)をみていくと,年少人Ll比昭利 55年 (1960)には人口の増
加に伴い増加しても･少,全人口に占めろ割合も高 くなっている/I;,昭和 40年(1965)Lnは ^Lj
の減少VE伴い減少 し･その筈J合も減少 していろo さら8･L'附和 ^5年 (1970)I.,は 減少の割が高く,
全^口t'E占める割合も大巾(･{低 くなっているo このflJでrt,若い生産年令人口(,t伴って.年少人Llが
WL出したたd'L-･出生率が低下 したことも考え られる.在れ Il低 率の低下は全剛 傾 向でもある｡
IEf･産年令人口は･絶対数tでかいて仕変化している7ti.全件(,C占d'ろ割合は高くIfrb.年 ･^.l･追って布
くたっているo とくに昭和 45年 (1970)には,その-!.:Fl合が大rhKrI,I;くたってかL),隼少人Ljの




明治 ^5年 12月 51E]現在4-籍^口L,Eよる人口ビラミプド
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昭 和 4 9年 7月 2 8 日
｢ 55 5::, -らし 51 4
4 44
l s25 54 t29 l
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入口動感TdI襲わしたものが表 (2- 1- 4)であるO この表からわかるように若い特命人口の床
liiの結果 として出生奉が減少するためと死亡零の低下L7)ため,自然増加はきわめて少なく,さらに








表 21 11 4
人 口 動 態
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年令別人口の移動を示 したの吐襲 (2-1-d-a'b)である｡昭和 48年をみてみると'転
出入が多いのは15- 24才で3:川 .約 50啓を占めているo僻に女性に多V,のは結盾のためと考
えられるが,就収や進学のため転出する人も多いと考えられるo
昭和 40年からの 10年間をみてみても,やは り, 15- 2･1才の転出入がめだ.,てかわ, とく




昭和 50年からの地域別人口を襲わしたのは襲 (2- 1- 7)である｡昭和 45年の地域別人口
をみてみると,本村輿宵が45･2弟も占めてかLl,人口の本村典簡-の集中がうかがわれる.昭和
5口任の本村典蕗の占める馴合はAO･5帝で,すでにこの時も福い値を示 しているが.さら杵.投




べ減少の割合がゆるやかである｡この二つの焦帝は,昭和 55年から昭和 4 0年にかけての狭少の










年 齢 別 転 出 者 数
l昭 和j昭 和川日 和 昭 和 昭 和.昭 和弓昭 和 潤 和 ■昭 和
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ただ し,昭和 4 8年鑑仕,住民移動届エtJ作成
一一2 9-
乗 2-1-6-b
年 齢 別 転 入 者 数
.Ll
0年霊県 諸 l~警2年酢 遇 讐 4毎那 5年豊 控 6諸 警 7年霊 耶 和48年度
2I51 5012 l~lT~ 1I5 21 ･2 .j 主上 比 子iA0 420
o : 51 日 D 侶 1.8 2-54lI一.ー l
- 肘 0 1I 10 05 1^矩 l ot 01 0 0
隻 .iB- .29 2.6i 719
中 三 二中 三 7■ 54;9I4: 45 ｢ ー5ll5 9_+-
弓 ｣ し引 5世 5i l 40 巨 ｣ _.
一十- il. 85. 言上 df 巨 6日 i12L LDj ~Do
o 一汁 ｢.l EdIト 工l J 5｣｣.l 61l. aD OC LET .2l oL oD
2日 1J ｣ .｣ 工 ∴ _42 2l : 1 ?
J｢ oi2 1.T J - ト｣0ー _. Oi 班 -f lsIAJ l 丹 lnol oI
･ 工 1_ 2 2ー 0. 汁 石 巧巨5 OD27] 5d
rJ ｢駄計かかやま｣別冊号 ｢岡山腺人口の効き｣よb作成
ただ し,昭和 48年鑑払 住民移痕属Jb作成
ヽ -G50-
表 2- 1- 7
｢-､ー~一-I-tLl-二 一T tLL二二
????
集 落 別 人 ロ
仁 一竺 _o三 一L竺 55_# t･ 柵 .40年 i 脚 5年
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は 10年間に 115^ 減少 しておLl,減少率は 6a5垂である｡脂に人形峠と平作膜の人 口減少盤が





図 2- 1- 7
袋 清 別 姓 背 教 の 推 移
70 - 本村典篠
60 糊 口
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(西 山 ひ と み )
t 参 考 文 献
人 口大事典
日本 人 口の動 向
日本 の人 口移 動
2 過疎化集落 :･lrt LL.
(1) はじめに
敬駒に別 ､ては.腿家の次 ･三男が労働者として /8-6(A:働きに出ていた｡そして ,後継ぎであ
l
る長男は ,脇村に残b.戯村人ロはほほ一建していた.やがて ,戦争中 ･戦争直後になると,'｣た
ん都市VcLbていた人達も,食べ物を鴨保するために,戯村に帰ってくるようVUJ:り,一時 ,腿村人
ロは増大した｡ しかし,昭和25年頃からのわが国の経済配興と50年以降の桂済成長によって ,














て ,村などの団体が ,今溝での生活水準と生産機地を維持Lていくことが ,できなくなったこと
である｡たとえば ,教育 .医招 ,防災の商であるoさて 一昭和 4 5年に公布された｢過疎地域対
謂緊急措位法｣では,｢過疎地域｣を次の要件に琵当する市町村と決めている｡
｢①昭和55年の国勢訊査人口にくらべて ,昭和 48年の国勢的査人口が 10%以上 ,拭少し
ているとと｡
②昭和4 1年既から昭和 45年度までの尉政力招致の平均が0.4未満であることO
この過疎地城の市町村は ,EI治大臣が公示することとなっている｡なか ,自治大臣の公示は ,
町子′[1145年涯および昭和50年度o)国勢調査の結果に基づき追加-される｡また ,過払地域の市町
村として公示された打町村は ,将来 ,上述CL)要件を満たさなくなっても過疏地域として ,過疎法
のrtQiJめる各項の特別脚 を受けることとn:っている｡｣(頓 疎対環｣p7より)
過疎地域といっても,全国-様に発生したわけではないOでは ,どの上うに広がっていったの
だろうれ 過疎の先発地域は ,rl.国 ,四国噺戸内海 .北九州で参るが ,これ らの先発地域では ,
過疎化傾向は鈍化してきたのに対し,北海道 .南九州 ,東北地方では過疎化の広がb方が ,急速
になってきたことから,まず ,大都市に近くて ,割合!/C都市の影智をうけやすい西日本から徐々
-54- L
に周辺の地へと波及していったのだろう｡そ して ,現在では .東北 .南九州が過疎の故にあらわ
れている｡
(2) 上席尉 寸 ■
過疎化が初期に起こった中国地方 ,その中でも中国山地域てある上寿原村は .岡山県の般北 端にあ




表2- 2- 1を見るとわかるように ,昭和40年射 45年比の人口淑少率は25.9動でもなり,
財政力指数は01212(ここでいう財政力摘敬とは .韮串財政収入額を基準財政嬬要頻で割ったも
のである)であり.幽艶淵懲人口が 10留以上の減少 ,財政力指数が 0.4末端であるという灸作を
満たしているので ,過疎地域に指定さJLたO との大触な人口戚少は .人形峠Ri啓における減少が大
去 2- 2- 1
･韮一艇1Ji落名 昭和-5 5年 lA-J和 4 0年 昭和 4 5年 増 減 *i
55年対 40年昆 40年対 45年比
人 口世帯数 人 口 世解放 人 rjkH_.苗数 人 仁一世帯数 人 口漣 .iG数
本 村 鵠 落 占.45 144 575 159 521 140 ∠ゝ10.9 △ 5.5 △ 9.4 0.7
関 口 袋 落 190 5'/ 158 fJ7 I1 4 9 f 5占 ∠ゝld.8I 0 △ 5.7.△ 2.8
平作 顕集 落 162 5d占 152 5占 1riO 27 △ 占.2 8.△54,2 △25.0
赤 和 勧銀落 .222_ー _ _+ 207 51 1号0 45 △ 占.8 △ 89 △27.5 ∠上15.7
思 原 JjlL壬落 129 27 112 26 78 25l△1エ5 △ 0.7 ｢△58.4 ム11.5
遠 藤 1;蘇 252 48 215 42 159 59 △ &2 5.8 △25,4 △ 7.1
人形峠集落 165 52 171 41i 52 27 エ6 281△69.A△､54.1
L_生 計 T.745一一. 57T 71.588IL 572l 1.209い 55.A _,.Dー o△25.9△9.
(｢上糸原村過疎地域塀興計画｣よi))
きな:uij合を占めているO人形峠処啓は ,ウラン軌il即除の人たらばかりU)ため ,ここU)人lJb.Y.儀 は
人捌 幸鉱灘所の実務に従っているので,特別なもU_,と考え ,人形峠Iii落をのそいて考えてみると.














表2- 2- 2をみてみると,岡山県外では東点 ,神奈川を中心とする京浜工糞地帯周辺 ,大坂
を中心とする近親 ,韓蜂する鳥取県 .そして .中国地方の中心である広島県に転出しているが .
衷 2- 2- 2
主 な転 出先 (都道府県 )
) 茨 城 東 京 神奈川 京 都 大 阪 兵 蹄 鳥 取 ~広 島
40年皮 総 敬 10 6 5 1 19 7 25 5
盟 7 5 5 1 9 ー 1占 1
女 5 5 2 0 10 6 9 ′ 2
41句三也 総 数 4 15 0 1 7 8 51 A男 5 7 ロ 0 7 4 19 3
A. 1 8 0 1 0 4 12. 5




岡 山 TF 倉 赦 市 津 山 市 玉 野 市 赤 磐 郡 苫 田 郡 勝 田 部
紐 ー 数 ll 5 18 5 4 14 2







年 令 別 転 出者 数
h 21-~㌻
- -｣-
Ll .5｢ J2T 言 Ll J 5 1 1 6.3
ち 17 i 1口 1[) 7 い 1 72
4 15 1J a ldI 2 F 21 1 65
4ロ 18' 6ー 21 7 2i 5日 52
1 26 91 占 15 ■7 0 〔】 7/,
5 1L; i -1(〕 8 -∩ ! 2f S 58
｣-_41勾三度 総 数巨 ｢ 訂班 5
女 21.59 7142年度 総 数 Idl男 5
杏 占 5I
ト竺 _ 教 ノ il9ド- ,+
4:I;年度 9?J
女 ･‖ 7
lAr:'r'liLTi:r紀 歓 15l 7!I
村 r,I.Jrに コ=).け る偏 侶
t'J1
岡山tTl.人口の如き より
フこノ一 L▲二 J 至
48咋良三,木 村 堤 落 Ly J瀬 端 落 L▼- .■一･.-- I2 人
･47年長1I 本 村 tJe落i本 村 砿 落 i 2 人
木 !叶 .Lfs 落 本 村 '>捉 店 2 人
人 形 峠 嬢 蕗水 村 妨 薪 tI詐称 新 京 蕗 l 3 人i'3度 い 形 婦 拡 終 章 一 人J15年吐l｣超 蒜 整 斉i ? 2人
1-%埼T･,:T二L)
･-57-
,6.A.内と県外は ,大体同数であるが ,県内の場合は津山市 ,岡山市 ,苫田郡が多いO津山市 ,岡
山市は県内での中心地であb,苫田郡は上斎原村の周辺部であるO県内 .県外をとわず-,近辺a?
都市と近隣地域へと転Lbしていく傾向があるQ
表2- 2- 4にエb転出年令をみてみると.15- 19才が殺諸政である｡学校を草案 して就
職していく酌係であろう｡それに次ぐのは ,20- 24才 .25- 29才 ,50- 39才であD,





衷2-2-1をみ てわかるように ,僻に著 しい人口減少を示している如鞍の一つである恩原醍
搭をとbあげて考えてみる｡ ここでいう恩原岱掛ま.思原 ,宮ヶ谷 ,小林の三地区を含んでいるQ
表 2-･2- 6
部落 別戸数 ･人 口激
部 渚 名小 L林 57 年 5 月 59 年 8 月 49年 7 月戸数f男 女 計 I戸徴i男 女 計 .l戸数 盟 女 計e萱 2LlI 25 47 8 25 2 3 I 46i lU 18li 2 5 41
I.fT. r!I,_ 5ll 9 28 5 ll 8ー 1 9I 2' 4卜 2 占
神職調べエb
襲 2-2- 4は昭和1591'Eから昭和 49年まで 10年間も闇があいているが ,小林部落はわずか


















[ニ＼ 小 林~哀訴 ｢ 訂ー 宮 ケ 原盟 女 男 l女 男 蔓女
O- 43｣ 0 U 0 o: 4 1
5へノ9 0 1 0 0 1 1
1〔〕～14 5 2 0 u ll 1
15～19 2I 4 1 8 1 0
20～24 2 0 '2 _0 T o~
25.､.29 1 1■.0-- - +□一 1⊥｣
Sqへ.j一 1 1 C01255′ヽJ39 2 0- O
48.＼′44 2巨 5 D022_i45～49 ロ 0 1`Dtn 0
50--54I Gド-5 CU D0:1

























番号 41-I:入した年 転とbした年 行 先 所 有 面 軒 理 由 .そ の 他
田 畑 山 林
A S24 発伯棚 D(7.4 印T ~ー4 牡借主の死亡
ら 84G亡) 岡山TT 8.517 5.712 8
C S42 84.5 経山市 7.628 1.71)8 9 転句?
D 子供連の転Ltj後 ,S44年にtit.稲生死亡
H. i s52 .Jh1348 た-Ll_山 f lt>] ' /
T I 5.89 fS4岬 把娘のところへ
土地台帳とに順 とbに上る
恩J凋 佑 u,思塊貯水池の北端 ,.FCl.取川の統入地点にある部落であるoF_こは ,昭和59咋に
i:trJ,戸あった戸数も49年には 2戸にげ13てしまった.-&2-2･-10は ,Zd.;/iZlの戸数の･VLFはLの
･1.甲子であ,L ここでFは,.T.原にLi民ti.1はあるが ,一人LSLの老人で ,娘のところへ行ってしま
って申在 ,いない0.)て ,tk･椋には8-声が住んでいるだけであるOこのGrもm和57年に砿入し
てきた崇信で ,とこの出身ではない｡つまD,現在では ,背から悠債に臨んでいる人は .一人も
いないU)である｡
この,Fj原部落は ,戦争態後でさえも戸数はわずか5戸にすぎず .わずかな戸数 ･人口の変化が
大きな糾合となってしまうので.防k'比,しにくいO





町で職濃につくためであっただろう｡V･,突 .この部首では ,･&諾たけでは生活が成b立たず ,林
弟 ･臨軌Lft･J､VLI･〔って揃う,というエbむしろ ,に伐 を従とする.tうになっているoLかも湖
地が少ないCjである75,ら岩音がエbm ､収入手段を求めていたし,また都市では経済成長によb
多 くの労偵力を必要としていた{-ととあいまって ,40年如 ､ら掠Luがみられるように,Tlったの
ではないかpもし･低空 ･林兼だけで生活が成如2:ったD.村に転菓とか兼兼U)できるような粂
件が鵬わっていたら,挙家紋村 ･転出の勅書も少 しは ,にぷくなっていたのではないだろうか｡






衰 2-2- ll ●
戦 後 の 転 出
転 出 年 罪 女
年 令 人 数 再 令 1 人 .数S 24 2
S 51 49 1 49,15. 0 5 ,
8 55 ∩ 25 I 1
S 58 16 1 8
S 40 頃 57. 5,5 5 50 1
S 41 0 1占 1
S 42 18 1 28 1
8 45 59 ー dOく奴､ 1
8 44 17 1 l 22 1
S 45 1占 1 0




文化村の建設が予定されているOそして .地Vは約 占万届の鯉が放茸され ,現在では概2T用とさ
れているO今後 ,池を中心とした自然を保泣 ･商用し.ここからあがる収益によって利が潤い ,
ひいては村民が潤ってほしいものであるO
(井 上 悦 子)












『偶 語』は富圧として次の24ケ村をあげてVlる.細 下原村 r手指 外鞘村 ･土生村 ･Pt木村
.久朗上牧村 ･河内村 (以上久田村,今o'奥酵町)枝村 ･井坂村 ･凝野村 ･四口野村 (今の筆者農
村 )･女)/tili寸･西犀利 ･精神 (以上泉村,今の央辞町 )奥軌 I岡村 ･奥津川東村 ･下才牧村 ･長藤
料 (山上射 即r)羽化村 (令.奥捷町)･上才牧村 (令.上清漁村 )･冨煎谷村 ･冨西谷村 ･付大
町)｡すなわち.欝Tfは苫田瓜の酎 ヒ部一箱を占め,鳥取脱東伯郡と接 している｡中国山地の背筋
にあたっているため,大部分は山林軸帯であれ吉井川, 日米川 ･金川をどの渓流が流れ 平妙 とい


















『作陽許』 にti,和銅6(715)年 4月 に備北部六郎を割いて,真作国を荘いたという記録があ







































































年 5月 18日VE,香々美川を墳vc苫田都を東西に分割しているQ この苫西部は,｢和名抄｣K:よれ
ば.平安中瓶 田中郷 ･田辺郷 ･吉原郷 ･田邑郷 ･維鞠郷 ･大野郷 ･香々美郷の七郷から成ってい
たとい う｡そ して,能鶏郷が今日の中谷村曹含んでいたというから,古庄の地域 も能鞠郷に現して
V,たのか もしれないO又､ ｢美作略史｣vc｢富村附近の地.即ち,布勢郷仇 もともと大庭郡に放
したbLたが,平安中秦の頓首西部に入れb｣という記番がある｡地形的な観点に立ってこの地を
みた場合 吉井)J航域 と.旭川の支流であるEJ木川 .余川流域 との2つに分けられることから.古










産と, もう-つ梅坪すべきことがある｡それは.式内社 (延音式神名町に鷺擬された神社 )が美作
国一国に十一座あ9,その中の八座を大農郡が占めていたということであるD しかも,その八座全
部が ｢杜｣(現在,換原町)に銀座 していたと ｢作駿誌Jは断定 している｡このことについて,




内各郷にあった祭神を｢祉｣に集合祭杷 したのではをいか と推察しているo加えて, r夷rF鏡Jに
I.riL･T村西谷vc執座していたと伝えられる櫛見神社机 和気氏にゆか りはないけれども.富村が苫西部
に移るとき.｢杜｣に移藷祭杷されたのではないかと推考している｡レゝずれL/Cせよ,当時.美作匡I




触室派仁和寺晋昨旧蔵の布施社古文軒からはじめfl>ければならなh. この文苔は大治 5年 (1128)
から応永 7年 (1400)までの十五通からな9.問題払 この ｢美作国布施社｣の所在が不明瞭
たこと(てある｡文啓から ｢共作国布施社｣払 平安末糊から仁和苛の盛嬰を神社であD,文治 2年
( 1 18 占 )に低山寿院VC寄進 してから仇 亡湘寺無丑寿院領になってV,ることがわかる｡ もし,





推祭される｡ しかし,｢美作国布施祉｣そO-ものだとする確証比希い｡一方. r美作民俗Jの F古





る｡どちらが正しいとか何が正 しいとかいった押掛けくだ し(A=くいので, ここでは両説の紹介にと
どめておいて.古庄が文献に名をとどめるのは.熊倉時代の末糊を待つ ことl/(する｡
宵 在 の 捻 鎖守 とい われ る
布 施 両 社 大 申 押
(その 1 )
-45･-





一つは.乾元 2年 (1505)にEF-17庄帆 監…軸lと称されていたことoあと一つは. ｢山城国哲茂
社記｣に-よると.山城国の一宮であった封茂社の造営少として,卵延が#_美机に材木を謙したこと
である.机と仇 材木を採卿するための山林であD.東大寺･興祇寺などQJ.その造営のための木
材の供給地として所々榊 1をもっていた｡ こういった王臣芽 ･寺社などが山林原野を占有していく
ようすhI,すでに 8C1のkfじめからうかがえる.痩雲 5(70a)の頃に'1｢王公活臣が多 く 山
沢を占め.その珠が埠をこえ谷VC跨る有様｣であり.和銅 4年 (7 11)には.｢百姓の半を妨げ
るに至った｣とさえ言われてレ､るil)その上聖臼永世私有命の施行qll.これに拍車をかけ, しか に
.山野は独占されていった｡これに対 し,朝廷比,連樫以後 しばしば ｢王臣家 ･寺家等が山林の利










(端 葬 軒 )
｢御- 魂 諾 門院扱進 ｣

















うが.幕府の力をかDで,伏見 ･後伏見天Q.擁Ttに也勅する｡ しか し,そのために, しだいに蘇府
の練 り人形と化 していき,元弘の変 (1551)-1.貰肝が光厳天袋をたててからLは, も比や自力
始D.光厳天塁は廃され 所領 ErJ後伏見上TITV:電llされろo Lかし.その所領も従軸で押領され,
形式的なものとなっていった｡雄武 2年 (1555)正利咋氏は武家政治の再興を決り,建武中興
も中途にして削れるo帖の美作守誕暇赤松則相性甘氏にIpr;し,実作の諸 士もこれvc従ったo単年.
鞍氏は持明院続の光明天皇をたて,北朝と称 し 畢作は北朝の統治下に入った｡貞和 4(1548)
るが.すでLn=形骸と化 していて,帯締の思 うtlて7ったO富美庄の記録されている文苗は良和 5
年 (1549)であるからまさにそのような状況下にもったわけである｡
この後 も美作国では,守雄暇は赤松氏に上って引き払がれるが.因幡 ･伯背 ILIj'-='- と勢力をの
Qj:してきた山名氏(i,延文5年 (15ム0)ころ上b美作を攻め,良治 5(15 ム4)には山名轟
理が守護職となb,山名一族は十一ヶ国を?;･lJする打力半と在った｡ ところが,明徳 2年 (15 9 1)
-47-




立寄元年 (144 1)備前 ･播僻 ･美作の守錘.赤松氏は,将軍足利義教の-L!1-_制Er.Jを支酎こ不満
をいだき,暗殺するが.すぐに追討の軍がおこ9,赤松氏はWIL蔵の運命をたどった(立舌の乱 )こ
の時.崩も功のあった山名氏が再び美作の守牲とな9.その後,赤松氏が再興されるけれども.応
仁年間qeいたる7tT.美作 ･備前 ･播勝は依然と山名氏の配下にあった｡ このように,美作国で打
,剛 ヒ朝の内乱から百年有余のF乱 赤松氏と山名氏の戦いがつづき,交互に'守護職を碕射していっ
たのである｡ ｢山村の生活｣VCよると,このころの前任に関する記事が悔 掠軒日朝 VこiTtk-てい
る∩賀正元年 (14占0)朋九月十五日の粂LR:
十五E),当寺 〔往 相国寺 )儲富英材木連行難渋之軌 蟹披速之,以左術門大夫.整奴仰付子守- V ニL
誰方也｡と見え,十月二十一日の姦VC
























F)'F,:･柑三と上鵜原 ■Lr L- ■
以上述べたところで,富圧の中也のアウ トライーソけ-ぅかがえたけれども..･いつから上布股が開拓
されたのかとか,荘民の生姑はどうであったのかというととはほとんどがわからをVb ここVCわず
かではある糾 それ らについ`て考案してみ止lぅと思うD I
上蘇原神社に保存されている藤木Lのうち.･良首の ものは.長篠 2年 (1458)の果樹の棟札で :∫
あるOそこVCは. I
昆祢二 讃八月富El.本腔貨営 し †▲ 11
と記してある｡丸 _[鮎 - は 鞄 野荒神由来鞄 とい･,･松野荒神という餅 の-由来を線った
文1_L1-がある｡そこに,
yF粛 々策郡上欝宿場細か十軒二足ら盲る.家別追漸増度志･た■るお琴 く啓二文様元年秀次公の初治
代二伯窺河村郡上剛軒正落城之節一家年.の#.方々と折紙 レ,たし- - (省 ) 仕上斗と言ふ薪水宇 r
P･ん寺 とり席 緯r)小寺残 此専ら可く迎逗解放す内.I/F･･,･･(省 )小児も同ulく屑気付大熱二夜や
音速乳放れ成れ共勅の籍-一向不堪｡ ･････(中略 )三宅大荒神日ク･･- (中略 )此処L/C勧許 し
て呉れなげA-rf:.子一命を助けよき,u尼激ハセ可的 ｡亦村内無愚民倒長似疑と言ふて失 布け利 D｣
と;S.少, このことから文禄のころ (1592- 159･5)tJこ,繁が十斬足らずあったことが推察盲 ･･l
れるo ･･I･
興柁敵ml祉 (大正十四年令把され 共沈神社と怒る)も射水神社 (泉宕神社 )も古くからの神社 ｢
であるとい-(-)れているが.認証 となるものは敬っていないD ところが. 屯 仰地方の研恕 ve上る






当丑山桝 畑 を形成していたと推定される｡又, 鞄 作暗鬼 tf･布施両祉大明抑 ついて ｢久
凹.中谷 ,乳山.才原相羽の稚幼た9,毎年其祭日.把各村の鼠 神輿十二を昇ぎて来焦し.滑健を
供し.令/L諸政 L. 而して後帯解 を撰す.俗に之を神郡と称す,天文年中,弓刀を用て押周ふ,死
する若一百余人 之を'F清爽谷村に合葬す,今百人短と称するもの即ち是TxbJと述べている.一触
















永禄の頃 (1558- )よD.西方の毛利氏が,尼子のW.下の備中 ･兼作へと炎rJL,永群の末
(15占9)にlLt.西美作-･'-帯tlほほ毛利氏の立'訂1丁となったo Lかし. 再び尼子氏か幼力をもり
かえしてきたので, これを製起するため毛利-)5'の′ト即 J僻骨か奥津 ･才脱にLb陣 したという記ヨiが
陣刈氏興亡記』にみうけられ730-,7潮 城としてけ執っていないが. こa'ころ･ia･桂のIL'.({1毛利氏と
芋鞍多氏の軸力が入り交っていたらしく,大正/,j-=rtf)の岩堅城or,'戦 ･内鼠城の戦いは,それを如安に
示 しているo元丸 字番多氏机 浦上氏の奴哲であった茄 浦上黒岩が鰯酬冒堤と油じたことから
,字音多感家は毛利氏と和 し.大正5年 (1577)WLE氏を成した｡lLI長の命をうけた羽柴秀吉
は.字憲多 ･毛利の迎合射力と戦うのであるが,天正 L･年 (1578)こ7_'から宇宙多広1箸 のた胃底
かあいIiいLd='72:a.Bl_/rFついに毛利氏と秋を別って.秀吉に応じたo毛利 ･芋歯多両氏の重力が入
_F)支ってしへた美作では. こうして激しい機いが始tるが. 岩尾城の戦や雌国賊の職 もその一つでd'
ったDlj下. 放 出il曜 』にそって,これ らの戦乱iLたどってみたレ､o
岩屋城Lrl久米u王申北上にあ り,芋訂多の諦将浜口割 朗 ;守塊 していた0-万,宙庄内L,(ILtl,毛利
低の部将.小利 1-,3宗の居城省下城 (中谷村 )と,主大鹿主計の居城歯軸城 (･-fg野付)があLJ.天-LE
9(1581)占B.共に岩監城を攻めおとしたoその1_.･によって.中村頼宗は岩国城vc.入り.蓑
下城は宰臣浅山mm ⊂守らせたo又,]三大原主副他.家臣に払 中村鯖帯や毛利野元 ･小早川陛il
から描状が与えられ そのi-,腺 tl軌1雌 二1-_舘美作古間漣や師 触法ji,u って今に伝えられている｡
西尾城は泉村竜野にあり,宇吉夢の部将花房JLTu兵軒職之 (久米耶荒nlu｣城主 )が蓄口利lt-;.狸出





天正十年 (1582)信長の死にとも孜レ､.秀吉と毛利との/和平が成立 したが,その裸 も美作で
は所領の境界の碓淀をめぐって紛争が続き.岩屋城01中村朝貢.高山城 (Ju茂nJ)の草刈茄,W:ら打
,あく-:卜C･毛利氏に党 して宇過多氏に従わなかった｡天正十三年 (1585)になってやっと解淡






さ夜集落を形成 した段階であって,この地れ 一つの地域として歴史的に意味をもつ陀仏 近世を
待たわばならなかった.
､ ( 鈴 木 澄 子 ) ｢
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第 4 章 近 世 の 上 斎 原
1 領 主 の 系 譜
(Jl) 字拝多から小早川-
槻画時代の争乱の中で.Til乍地方も近隣諸我の井7]争vlの鳩 とTrっていたれ 天正 10年
(1582)d月.r石松城水攻めの後の羽柴 ･毛TlJLulL｡辞和成下とシて上って.この地方-常は辛滞多
秀家qL)領するところとf=つたo Lかし,な叫日毛利方の土丑たちの反抗(･Tt弓鋸(,座長 5年 (1598)
秀吉の死を契機として.字講多氏の支虎 も劫棉 L始める｡そして.鳩尾 5年 ロ ム0口 )rD悦ケ
原の合戦にかいて.辛Iyl多氏は簡fTL即 仁方し, これに敗れたため斬亡することとなったO














小早川秀秋の死韓 .rJ'l揃 ,美作両国e)支配糊で.rt大 きく変わ り,塩長 8年(ldO5)2月.




政争のため一時 ｢若槻Jを称 して潜んでL^た噂岬*:あったか.拍糧の子fn淀 が再び森を徹し,以












なったOそれまでの検地が ｢菖軌 と■ハって.村方か妙 申し出を甲心に行 なわれていたの忙対 し.
悪政は換地奉行を遇任 し,彼らに村 々を巡らせ.詳しく村の実情を調べさせることVCより検地帳
を作触 Lk_Qとa)検地帳に払 lB庵に地名 ･尊顔 ･面析 ･石高およびpTT有する農民の名が記城さ

















こ元禄 18年 (_-= 97)6.月,F<成は病油に疎んで.範子がなかったため関武郎衆利を懇子と
I
Ji,んこと宜茶杓に.-h ったれ 衆利かは戸出帝の識甲YL･おいて芯熟のため狂乱 し. ここに森家は領
地を没収され,新地するoLかし.尾椎壮なお存命であったため.森家壮新たに術中圏後月 ･哲
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賢7J1- 1- 1 森氏の略系
荘)｢苫rE鞘誌｣(岬和2年課行)に上り作蛇｡
(Jl 松平家執山靖の珊
蘇家師鞄後,発作一倍は一時苛府 代'Ei'の支配† 忙入 るt.:. 菜作全域の代官支配吐わずか5ヵ月
で終わ9.元禄 1 1年 (Ia 981 IJL-1Ir,{_托松iZL滋矩 ′後尾'l古と改める)が黄作風の内 10万fTl




6/lF(7る 95 )鮫十光長の蛮子とごったDとの家PL.徳川家康の5凍てを臣秀吉の栄子とを ｡
た秀JA王に始まり.一時結城氏を称 してL,.たが篠に徳川現冊の称姓であった校平氏に改め.関ケ原




( 1占8 1)改易処分を受けた｡長姑は 4leElとして元禄 1C牢 (1d97)5月vc家僻を従い
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2代域/潤 /'措 保岬 (1721)父の花環 占領でTE声vtかLT､て家僧を相掛 ′,一度 も領国に や




家倍相続が許された｡しかし.この叫 10万石から5万石vE減封され 東北拡郡内の阿竣 ･物見





屋の6郡の内で 5万石の加増を受け. 10万石に3せられたれ 上清原村もこの時樺山藩本領に
組-I/入れられたO斉孝は文化 2年 (′1805)18歳で鮎 以丸 文化文政の番平の時代レこ(判作
に珊えて領民に懲額を貯えさせるとともVC.城中忙も籾を貯えるf.,ど諮政を尿閉した｡




(I)謀 府 領 期
上帝原村.:仕草保 12',I.i(I727)冷平家按.JのPf;.TSH･I領に入b.この後文化 14年(1877)
再び佼平家所領とな3,までめ90年軌 時 私々領 とモろ切rilもあるが.だいたい把.+,-いて〇･1幕府
領として:支配されてtJlた｡rg14-1-5は三船'iFr苛よ甘｢筒先引付蝦｣(元丈元年 )･｢免定1
























この後.万年七印右術門 .花水伝次郎 ･守屋弥鯨柵 門 ･小林諌四郎 ･守屋弥惣右砺門 ･石原
淵右簡門 ･守屋弥惣右脚 つ.早川八呼左衛門と代官79胡京に代わ,tている｡
天明 7年 (1787)11月下総佐倉浮立崩田相模守正厨が大阪城代となD.東北脚 札
































































･所務下代 5人 ･替役 1人を従え.自宅に奉行役所を健いて政務にあたった｡郡姦行の職務は,
後に述べる松平家薙山藩に如 ナる郡代や幕神韻における代官とほほ同 じであD.治安の継持,負
排の果軌 年貢の賦課 と徴収一村方財政の監査など民政 ･財政全般にわたっている.郡孝行 l人
はだいたい 2- 5郡を塊当し,後科として年米 25石を受けていた. 5代長成時代の郡奉行総元





宮西郡 .大庭郡 価 半兵衛 1SO石
符南部 ･久米都南分 大野木 弥左肺門 1弓D石 り;
昔東部 .勝D]郡北舟 岡 与兵禰 100石 LHp,.,
苫北部 ･吉野郡 三宅 七郎右裾門 200石
賀田郡 ･勝田郡南分 高井 太郎左衛門 200石
兵島郡 ･久米都南分 川端 治郎太夫 200石
松平家軌｣｣群では郡奉行は1花かず,郡代 2人を隆 幸.その下に代官を配 したO郡代の配下には
下代 ･郡代見習 ･山方等が従えられ,城下の郡代所で執務 したO郡代l/C結郡奉行 と同 じく禄 200
石程度の士が任命書れ その興務 もほぼ同 じであるO郡代の下に置かれた代官には頂 100石甚
皮の士が任ぜられ 下代等を従えてこれまた城下の代官所で執務 したa
蒜何領娃⊥蚊vE郡代あるレへは代官によって治められるのである那.上宿原村を含む美作一帯は







図 4- 2- 2 代官所配置留
任) 村上直著 『江戸期:一府の
代官jより転写.
細府代官紘勘定奉行配Tに屈し.'手付 ･手代 ･.'臓 耳を配下【て従えて政掛こち-たったOその職




度で.港通禄高 100俵～ 200偵程度の士が就ftL, 5万石～ 10万石の地の支配を行なコ･/to
村上綿 紅 戸非府の代官捕 捉折 術 人分JW 51'ほ 永 2年 )かよび 陳 下士ik43に上ると.
美作で代官を勤めた背の内 d名CL)禄和 〔ついて次のIうに記収されているO
石原 珊右衡門 200餓 宝永 2咋
万年 七郎着席門 1ロロ偵 1D人抹1寺 ′′
稲垣 藤四郎 25ロ1.JF( 光政 12年
J阻旧 析八郎 100俵 5人扶持 ′′
早川 ノし郎左衛門 100俵 5人扶梼 ′′
布施 孫三郎 200位 ′′
(O)大庄渥 ･肝煮(中庄屋 )
図 4- 1-4をみればわかるようL'C.櫛村餌忙かいて紘代官が直接Ef=屋たど村方を安Wt:してい
たのVC対 し.私領の場合杖郡奉行(郡代 )と庄埋LO榊に-):"TEf,尾および肝,7((中庄鐸 )が牡かれ
郡奉行の支配'/i間接的なもtrL)であった｡す{=わち.g拓奉行からの触や村方/'ゝC'の原た･どは.郡奉
行(郡代 )→大庄罷ー肝煮 (中庄犀 )=FE犀と辰荘 ･上中される化紺ケとをっていたoく~ く~-
森家津山掛 てつVIて比 F大庄尾由緒剛(明だ727年矢吹正則取楓 r津山市史l那 巻if-
ヽ
仕り ETr収 )･rc次あように記此されているQ







これからもわかるように.大庄5.は 1軒IiVC故人放かれ 2.000石～ 8.□□□石の領地を習柁し,
管稚地 ごとに ｢何 触々｣ という呼び名がつけL,れたD昔西郡 (関 々催郡 )にかける大庄同比乗 4
-2-1に示 しているように.点字5年 (1占8り かL'･元禄 6年 (1695)の閲(二蘇家執｣
藩時代 ).二宮村 ･院庄村 ･塚谷村 ･古村 ･奥相川市村と5人の大庄堤が存在 してわb.上蒲原







松平家辞山誹の時代 に入 ると,大庄屋は前代の 5 1人 か ら 2 1人 に成 され･
肝煮J.i中庄鼠と改称さh, 55人の中庄屋が設けられたOこの時期の中庄最VCつVlて奥組 占力村




前山IL,『大庄屋由緒鯛｣によると,大庄屋の役科は 25- 50札 中庄屋は 5- 10石程度と
なっている｡
l■
表 4･-2- 1 大庄屋一瞥表
兵事 5(188占)～元禄る(ー占9句 草保 2(1717) 文政 12(1829) 苗永 占(二1855)
｢鼻額鐘J所職 電ー 鈴｣所収 ｢兵須錦｣所載 ｢轟須簸_J所叔
立石五経右柵門(二宮村 ) 立石 席惣次郎 立石 助右裾-門 立石~助有術門
ド- -.- -烏rt] 太郎兵衛(院庄村) 江川四郎左衛門 (院庄村)37_石 助右裾門 立石 功名術PL】
桜井 七着術門 (塚谷村) 桜井 七右術門 I
略し1｣ 孫左衛門 (忠 相) 鉱山 孫左衛門 I-E山 孫左衛門
注) 指 lEl郡誌J王'277よb転蚊
∫
(ノう 村 方 役 人
以上のt.うな郡奉行(郡代 .代官 )･大庄星 ･肝煮 〔中庄屋)という支配者側e)組織vc対して,
支配される側の村方では,庄屋 ･相蘭 ･百姓代のいわゆる村方 (地方)三役が陀かれ これらを
中心に村政が行なわれた｡
庄屋は 1村 1人が原則で奉るが.jcきい村VCよ1ては2人以上の場合もある.上斎原村でも.











(｢御仕鑑五 人柏帳j明治 5年 )
とIDるように.正直で私欲を捨て.依帖 血涙たく役目にあたるよう説かれてレ､るが.現実L'=は,
その権限の大 きさのため専権的になることが多かった･IうであるOそのため.庄屋の専権忙苦し








- 去子春宵村 名7拙 村鋼鉄千歳山江通路味之外大破二村牛属在来難相成右二付御鉄山懸り御
役人様ろ嘗村之もV-)ともへ可相Taス旨竣仰推簾趣二而則人足手首テ入用千年山御支配人修治
兵衛 占斉治郎-相推 し候朝礼三百日別間人所持L^たし村方人足之 ものともFt者漸々弐首E7/少
鎗々分相渡し其残僻者同人取込見場渡 し呉不申甚ク迷惑仕候
- 先達而中庄尾長藤村伊兵術宮村兼稗庄屯之飾打欠過朝在之′J､前之 も(7-Jとも-割戻しこ相成

























































また.庄屋 ･組頭(年寄 )の監査役として各村に 1人～数人の百姓代が置かれていたが.これ
にはその村の大高特の百姓が選ばれるのが草道であったo
(I) 五 人 組 馴 鹿







































盟 LE- 5- 1 検地の珂
托)安藤博喝r態川井府県冶贋略 Iより転写
-68-
上斎原村の村高は現存する元禄 15.年から文久 5年の間の ｢免定,｣にみられる限Dにおいて比
4I6石4斗2合で一定してvlる｡当村では村高を決定する検地に関する史料が十分みられない
たれ 以下,陣 山市史』 (第5巻近世 1)を卓郵 てしそがら.当村を含む美作一帯の検地状況
を概観してみよう｡
発作LKかVlてtd.文禄 5年 (1594) ･4年の頃.当時の領主字音多秀家VCよって検地が行
なわれてかり.一般に文禄検地と呼ばれているDこれ比*閣検地の一項 として実施されたもので,
その範鞄は備前 ･美作全域と価廉 ･備中両国の一部に号でわたっている｡この時の検地に関して.
FX-作国検地の記｣ (平賀元義が '莫作視聴頼iFtl許写)VCよれば. ｢検地役人は村々を巡って
村役人が差 L出した帳面と.田畑にV_てた畝札を対照して検査し, もっともと思われるもの比こ

















すなわち.この腔長栂地に.かいでは.表 4- 5- 1に示すととく.村を-1ず ト 中 ･下の5年
vc格づけし.田は上･中 ･下5等級に.畑は ヒ･中 ･下･下-々 ･切畑確畑eL)5等級に区分した｡
そして.上村の上田 1反の石感を1石8斗とし.中村の上Ltlは 1石7斗,下村の上凹性 1石6斗
とし.以下中田 ･下川はそれぞれ2ニト下りとした｡また.畑につLoては上畑を中田と同じ石盛と
し,以下同じく2斗下!1としたo上斎原村は中りlu石盛でtDったOこの醸長検地の石篠を.同L-






過 ぎfrか｡たとされているま0そのため.紬 ,農民の間には不平の声が高 く,潜は年貢賦課にあ
たって ｢諸引･永引｣などの名目Vこよb捜らかの年貢軽減を行ない,これVC対処していった.
表 41 5 11 石盛比載表 ヽ
(森藩の石盛 )
忘-讐ミ､上 田 中田 .上畑 下皿 .中畑 下 畑 下 々 畑 切畑 .薙畑
上 村 L1石 .8斗 1 ム 1 4 1 2 1 .0 . 8
中 村 1 .7 1 5 1 5 l l 9 7
(大控が余地の石盛 )
忘で上 田 中 田 上 畑 中 田 中 畑 下 畑
荏) l 森渚の石盛については. F樺山市史J(第5巻近世 1)P 2 22より転職｡
2 大開検地の石盛につレ､ては 『国史大辞典J(F陣山市史.I(第5巻近世 1)所収 )に
よった｡
しかし.これらの措置はあくまで臨時的なものにすぎず,次第に根本的な検地修正が必要 とさ












家人封当印の拝領高507石 6斗に.座長検地以降正保 5年 (1646 )までの間 の 増 石 分
-70-
(･｢改出し高｣と呼ばれる)52石 7升5台.正保4年以降元禄 10年 (1697)までの間の
増石分(｢開高｣と呼ばれる)55石5斗 4升 7告を加え.元禄 10年森家除封の際には.村高
415石2斗 2升2合に増加しているoさらL/C,この壊新開5石 1斗8升を加え.松平家津山滞






















































































































'L - J . ト ーヽ】 I.一二
7.1一一
木地挽作 .i. 見 取
去成皆増
































す なわち･上斎原村の村高は4I6石4斗 2台である机 その内訳は木田畑 559石 叫 -7升
5台･新m畑 55石5斗 4升 7台,新開 5石 1斗 8升となってL^るO こa)村高払 面輔であらわ




る ｢宗旨鮎川欠引｣といL-A,,D仇 供水等の取水捌 L'上｡て.馴 耳の地味が濃 くなった分とかrB畑が
欠Jhれた分を差 し引くものであるQまた. ｢竜虎i引続皆無引｣とあるの比 この前年にあたる
天保 9年 (1858)にJ:斎原村域が激 しい凶作に見舞われてお り,その被害分を前年に引 き続
いて差し引しへたものであるo
高から以上の引高を差 し引いたものが ｢残高_Tでもb.この残高に対 して取米 -一年貢米がかけ
られるOすなわち,残福仕毛付商ともよばれることでわかるようtJTL.爽際に米の作付のされた土
地のE-tj-実際tAr生産のbったこヒ地の高を示す,Dで為るo長粒的把.この年虻残高を合計 Lて巧ら
れる5a7石 5斗 2升 7台が作付分とみなされ.それi･C対 して. ｢取米今｣に示されていろ121
石 7斗 4升 4分が年貢米 として賦課 されてvlる｡
T3:'た,免定には,以上のm仙て対する取米 (本遺物成 )のあとt′こ, ｢外｣ として′川勿戊と晦掛
物が記されるLZ)が普通であるO上記の免定VCふいても.林LLl適 卜 鉄山折襟嵐 t･木地軸電鍵役
･鉄砲拾七挺役 ･酒造冥加銀など各'f･r,の遡 L-銀がみられ ここに.,!'生民の桝作以外のわずかな収
入櫛に対 しても漏きず釈祝 し,舶民に余剰を貯えることをさせせいとする領主側の姿勢がはっき
りと窺える.
高掛物Qjうち.御伝馬晒入用 .六尺給米 .御領新人用は ｢高掛三役 Iと呼ばれ #府領の村に
のみ試せられた租税である.御伝偶宿入用はま永元年 (1704)i,C設定 され 5筏道の問屋4-
陣への給米作あてるもので,高 100石VEつき凍 る升 と規定されてV'た｡寛永末年に設定された六
尺給米紘江戸城内の雑用人夫-の給米にあてるもので.高 100石につき米 2斗 とされた｡また.
御蔵前入用は鞍府の洩革米蔵の諸入用LCちてる utZ)-C.高 100石につき錦 15匁 と規定されて
いた.上斎原村の場合もそれぞれ以上のJn-_出規定に従 ,ており.免定にみられるどとく,御伝馬
億入用米 2斗 5升,六尺拾米8斗 5升 5台.御 前入用銀 占2匁 4分 占座 と7F=っている｡私領に







(バ 年 正 負 相
上斎原村にかける元禄 15年から文久5年-iでの現在するすべての免定食換計 ･整理したもの




Fj14- 5- 5をみればわ-/pるようVこ.年貢免寮 (ここでCr:t良民の実質的年貢久地を把掘する意
味で毛付免ilt注目Lた )の推移vcついて大きく4つD画期が存在する｡
せず,第 1の画期比元禄 -5年 (170 O)から元文 2年 (1757)までの期間 で･ 元醸

















激 しいrg作 ･不作の年には村方からの願い出に応 じて検兄を行'JlL､,それt.{よって年貢を屯成 し
ようとしたものであるO破免条件についても短期間に大幅綴和され,孝保 7年tでは一国一郡にも
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府領時代は江戸 ･大阪 まで曲民負地に1:って･野 されてし｢たo Lかし,作柄が悪(収確の少･な,め
年などでは貨幣による納入が行なわれてお り,耳F'iL-.江戸中,g似 降EL)蘭彬経済の発展に伴fレ㍉
こLD傾向は一同強 くたるoこの米桝忙代わってif賠 (ー一般には報の場合が･_:I,い )で平瀬7i収納す
ることを ｢石代納｣とレ､うが,LtJ.下,上帝原T.Hこ現存する ｢年琵皆済日録 日,7二より. こeL)flT代納
化の進展について考えてみよう｡













































































中 (釈) 仁兵術 ⑳
伊 (丹) 馳十郎 ⑳
防 (淵~) 守助 ■ ⑳
≡ (捕) 十郎左衛門 ⑳

















?? ? ? ? ? ?? ?
すなわち.この年免定に上って賦課-された木年貢 (取米 )は 12 1石7斗 4升 4合でもったが.
年苛皆済日額によれば,これに4斗 5升の見取米 (荷m開発をしてもそれが地味劣悪なるため石
に結び輝き場合.その反別のみを丈鮎 して之に Lfき牢浦を課 したPをJnえ.由 十'22T]-1斗 9
升 4合が納入されていることがわかるO しかし, これがすべて米糾 されたわけではなく.その 5
分め 1の40石7斗 5升 1合は ｢三分一銀軸｣として石代値段銀 86. 581匁で銀高に換_許さ
れ また ｢三分二規約｣として24石 4斗 7升 1台が石代値段銀 88. 581匁で銀高rL,換井さ
t れているO突際vcは.5分の 1銀納介のうちの2J市 5斗 1升が相時的托米納うfLているので,
tr 銀納の本年貫に占める割合は 55LG強となる机 仮b控除時米納がなかったとするTj:ら.IL 実rc
未年苛の 55飾雅が鋭糾されることになる｡
5J の 1銀柵 とLAぅの払 円畑総取米の5分の 1台柵部分と見立てと九を鑓約す,7.ものである｡
li九,当時, 10分(I)1縄柵 とし(.'て.総取米山 10分の 1を大豆作vcよるもc)と,th-/てこれを
!･B納する収取法がとられていた｡そして, 5分LJl銀約分と10分の 1射場勺分-,t･加え ｢4分方倣
糾 占分77米納｣となるのが.帝国詐術領vC.かける典型的年貢収取形雑であったO上斎原村では.
10分の 1銀約は{=( 5分の 2銀的がみられるが. これの意味するところとその封鞍方法は明ら









て.これ以降銀納車が低下する幌向を示すoさらに天保期に入ると.#I仔比 5分の 1灘納 ･5分
の2銀納までも禁止 して坦米増加につとめ.J=市域何にかV,ても.天保 11年 (1840)以来
これらの銀鮒がほとん ど ｢臨時米桝｣として米桝音れるT.うVL'なり.家政期V{-は木速の95帝以
上が米,mされている｡
さて.それで比 江-p-中期以降 幕府がそれtでtD年胃石代納化推進策を逆転 して廻米州加策
-と移ったのはなぜてあろうかO




分の銀を得ようとすれ化 領主が規定 した米任山上rこ余分な米-^4_･J必琴とするOこの領主の規珪 し
た米高と実際に売却 した米席 との差を石代納負親 といい(一般には銀iiVC埠井 して考え･｢開銀｣
一日7-
ともいわIhる).そ,D刑合は寛政糊以降銀納全体の26承～ 25郎 こも及んだ｡ このように,此
民td=と1てこLD石代納負担は非常に大 きLJlもIDであD.次窮rL.戯民山石代納化忙対する反対が











1) 村上直常 陸 戸幕府の代官J(昭和45年発行.新人物往来社 )を参考にした.
2) 7替両市史Jl(第5番近世 1)P121p所収o ヽ
5)内閣文相所蔵 O
4) E3i]Tl国会国葬館所帝､
5) この当時の三浦市郎端緒門の骨相地域 として比.上前原村のほか.卑絵 ･奥羅川西 ･長藤 ･下
斉原 ･羽出 ･幽日野 ･女原 ･弁板 .雅野の各村があった.
6) 史料で碇認 できるのは天保 12年 (1841)が厨初で,この時の庄尾は.二平沢 (田淵 )と
茂平 (三船 )の2人が勤めている0




9) この時派遣 された家臣の主な者払 陣半兵術 ･西川三石衛門 .伴伊兵衛 ･酵田勘兵衛 .奥村平
太らである0 ､
10) 勝北jlB近永村 (津LLt市滋抜)で払 検地高 526石頭に対し｢当有米｣は202石弱で62飾,
-:tた勝商都商号t'7]村 (鍵山市碍青田 )は検地鶏 5a9石余に対 して ｢当南米は 172石で4 4
解でも-たと. 陣 山市史｣(農 5番近LH11)の中七葵例として取 りとけ ちれている.
ll) しか も.村内の百姓全Llが噺い出たのみという条件つきであった｡
12) rR本経済史辞典｣ (下軌 日本評論断礼 )に.たる0





の平均を,下 15日間の払米が2rul以下の場合. ヒ15日間,I)末から 1rjづつ加え.合計5回の
平均をもって石代値段としたO
( 灘 波 保 夫 )
4 農 民 の 生 活
◆
･･1･._T . ... ∴- ∴ n L . ~▲･-
t･●れ ITL
(1)姓柴生産 ー
近世後期におけろ村内姓氏の封 舌に焦点妄あて,第 1項では鹿諜生車の叔況を馴 削二亀夫氏所蔵の
｢蛸々桑郡上斎LEi一村明細膚1.帳｣ (天保 9年 ,以下 ｢村明細ぜ上境｣と略す )をLFILとして考察して
みよう｡
表 4- 4- 1(qよれば,岨畑耕地面焼結煙草 2年 2ム町 7畝 19歩.天媒 9年 28町9汝 占畝4歩
馴冶 8年57町8反29渉である.天保9勧 らゝ明治8年にかけての 29町劫の増加分中赤和廟に別ナる
新開耕地が 8町 5反 5畝2歩含まれている｡軸もそれに対応 して579心 1斗 4升 9合' 415石 7
斗 5升 2合,明治 8年は加にかけるL灰陛l止は不明であるが全体として540石前後あるものと考えら
れる.しか し,U)摘 8年の杓加は地租改正KかV,て反当桝牲Itlを.h'l(見祉iもられた賠巣である｡
i_l'元正雄氏に⊥zLぱ rriJLLJ塩では 7年末の ｢下以反米｣に約 2割増加 し,管下平均出方反当 (d尺3寸
衣 4- 4- 1 耕地 BJ.1柵 薮
延軍2年(1.742) 天 保 9年 (1858) 一五 放一石 有｢ ㌦ I 明治 8年 (1875~)
59.415幸二可雪空 面 魂 斗代 腐
Il■
-一.I-.■5-T_ー圭I! -
I 1.0組上蕗l.2051.51.74I 256_2151.4 至竺 ｣I528.5ロ7.159
中島下.砧々I?,小 計 1_18 1.5t≡-.喜50:i Jー1.8,27 1.1 li1,4.OD D,9 1.250 t I
225.0.25 1.51 A06 I 555.9.0占 l I1 l
上申畑 下 2エ550 い I
2.1.05 1.5 2.742
5,&2Lt I.1 6.228 55.51911.446.654 50.809
｣ーiT_〟小 12ー2_215 5.8,4 0.9 0ー.945 !12 452 虻 ー I
合 計 ! 260.7_.9 - 579.149 289.仙4 I- 415.752.I578.029 ｣ -




竿 )1石.4斗 5升の ｢柵5,反米｣を考えている.工')である(ただ し利子率を引上げ地価はそのわり
に高くならない )｡これによって中央の 1石 6斗4升に対応 しようとする｡｣とあ り,･それを衷付
けている｡
同義によると上斎原村では全耕地面積に対する畑地の割合は延草 2辛 (1745)におVtで15･5




当村烈士=･而御座候 ( ｢村明細一g･上板｣ )とある ように地味は肥添であると-考えられるが,そ
れにしても斗代が延字 2年で田 1石 5斗州 1石 2斗,天保 9年ではEf]畑とも1石 4斗 というの/Ji山
村にしてはあ7tり把 もrFj;すぎる｡この延李,天保朋上斎原村を領有 していた森家の検地の方法をみ
ることによってこの間越を考察 してみ よう｡文化 15年 (1818)の ｢御加f酎也中庄屋江申渡｣
(共産郡入来村丸山家父杏)によると,
- ､検見坪柑之俵御料所 二雨着大凡三寸枠用来候得共.森泉検地之節六尺甘､1-刷 召用候儀二付足
迄之御領分中不残大凡五寸柑相川仮払汝､以来rfT桜六尺五寸樟相用候｢hLj､其旨可碍侯､尤御料所
ニl舶応入二相成新U]芸大尺JL3分fFTl.柏用候81
とあD,坪苅わに天硯の噂にIlid尺 5寸相を川いて一･1るのして対 し,森家で(rld八 5寸付をJri=jVl･でV>
ろ｡この ようにすると一坪あた りの収椎itlrtLtTl加十ろのであ り,これ看･嬉碑として全部のLn畑Kl,塩
川すると村応も実際の成上り多くなるCとくくてこの村で(r1
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伺 鮒 ま舶 ) 一･^･･. ..･ ∴ L-∴ ''~ I
-､当村用水之点者当村之内因伯国之境三国ケ仙占流出し冷水田方-引取申候'殊更外′ト谷水引
取申候田方之頚茂同様冷水二御座候 (以上前掲 ｢村明細笹1'拡｣)








とめるよう!'C自治肥料でも.b近地 も 同様であったと考えられるC こJt.ら肥科となる等 ･戚′j､鎌,
芝′J､紅などの押収り-･il,所 ･)Ul日は郎n規制とし-E掛 川から糾収もITLてい た｡
-､;志げヌTJ一宅例年之通 杵二郎fと9着土用二人十 日立つIJ】天気ヲ見合御敏LjL弐ET十日ヲ四明与度
し銘名拍手次第I-i-ilJ何畳
-､金柑lJ近場之内伺所迄儀ヲ人放 し鮎 帽 十 日ヲ四桝与鹿銘々肪手沢第-17躍 る 可吏(｢村方
渚締｣田淵家所敢 )




















l･-IJt･ ▼一 ･ I ･･-･ 一･ ㌔一 ･ 1}.･A l.▲
-llt･;1I .i 1
と記され-{いるJ:うに五カ所存在 してvlたれ 塩澄枝府の未発蓮な近出におvlでは奴悔しやすく,






















-､草JR十二未年錘 斜所二成朕元丈二巳年迄 トー ヶ年之内口鵜作右二門繊代官所之姉､成ヰ二/







とあ'.),元録元年 (1688)から草保 2年 (17 I7/ ll.でID50ケ年間.:･rついて比不一y'｣であるが









:-､ (中 略 )
F･.-I.i.-.:I -杓云 機 諾 ,1謂 距 ヶ所-E;林蒜 慧芸工門
･tL.i
t･1Ll




























衷 4-4-2によると天保 4年 (1855)に 155戸存在していた軒数が同 9年にな皐と92戸l
に激減 してかbL即台15年 (1880)に亘 っても101戸と天保 4年の状態まで回指されていtない｡
天保 11年 (1840)に村から津山の御役所に出した ｢款齢岱｣(三船家文古 )には天保7年 (1
85a)に起きた飢康 ,いわめる天保の大飢鰻の状態が次の,_tうに記されている.
当附預所西々体瓢上蔀原村之践者､樋山中山寄之村方由山之嘘二桁袷/Rlt強ク土地柄二御座候両､
















人口につVlでも同様に天保 2年 (1851)589人,天保 5年 (1852)580人,同 4年





牛馬数では天保5年まで 16頭であった牛が叢永 2年に 55頭となり,馬がそれまでの 5頭から1
席に減少してV,るの目立つ｡明治9年 (1874) ･11年 (1878 )には牛が 246頭に,馬が
衷 4-5-2 村 内人 口練 成
l唯師士人 工商トロ 8.女 午 席 t 史 料
- l589 524ー:245I 16 5｢去卯歳中人別出入牛馬増減改音上帳｣
- - 580 317lI265 16 5 同 上
5占 2l - 815 I一一 .- 16 5 ｢己歳宗門人別攻寄J=細江帳｣
- - 624 542:280l 1655 51 不 明
14 2 - - 】'-~一.I一 - r歯々傑郡上斎JR村明細啓上帳｣
- - 4602505 J一･一lI255ー2!122155 包戊家数人別惣寄差引脊上肢1
- 55 1 同 上
- 56 1 ｢申宗門御改傾｣
- - 497 ー2541245I 28 2 ｢家数人別差引帳｣
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図 4 - 4 -1は上斎原村における姓氏Ji耕成の概況をローレンツ曲線により杷達 しようとしたも
ので あ る｡図中記臓にあたbx軸に戸数,Y軸に持庖をとbそれぞれ全戸数,貴慮持高を100再
にして い る｡この回を分析する場合延亨2年 ･明治8年につVlては無痛雁が不明であるため記戟さ
れ て い ないことに注意する必要がある｡そこで無痛屑を除外した図 4- 4-2を参考にしてもらい
たvl｡
図412-2に上れば万廷元年から天保 5年にかけて 立鹿がゆるやかになってV>るのが目立つ｡
巌癌持崩がこの間 18石 9斗 5升 7合から14石 2斗 9升 9合と下っているから上位クラスの姓氏と
下位クラスの姓氏との持高偏差がわずかながらも崩まった結果であろうと考えられる｡しかし,万延




5120石屑 , 5石末梢層にあたることから,盤民層を上鬼畜(20石以上層),中盤層 (5- 20石屑 )
貧姓眉 (5石未満儲 ),鮎 屑に分滅 した 山崎健三氏の説とほほ一致していることがわかる0




延享2年は戸数比率で中段層 (中層姓氏 )が55･7歩 .貧農層 (下層典民 )が68.5多であb,拷
高比率でみるとそれぞれ 77･5帝,22･7飾となってレ､るOこの延草 2年に若干の無高層が存在して
め.kと考えると,天保 5年推戸数比率EICおいて中は雁 ･焚幾層ともほとんど変化はみ られないが,拷
高比率では5戸あった 15- 20戸石屑の中盤層が9.3年減少 してdaO序となbその分地 届が増
加 している｡方延元年にはローレンツ曲線にあらわれてVlたように分解が急速JK進み,娃芋 2年,天
保 5年に紘なかった上曲層 (上層姓氏 )が 2戸出現し持高比率で 12･9串を占めてVlる｡中劫iは戸
数が7戸,5･5〆増加したにもかかわらず特価比率では65.9葬と4虜程度の減/i,を示 し,貧魚層は
戸数でる戸, 7･5帝減るとともに無慮屑がその中で27戸に増え.結果 として持慮比峯が25.2車ま





九7 ◆■ bC iD
図4-4-1 上斎原村における持高階層分布
注)延草2･明治8年については表 4-211と同一史料,天保 5年は ｢午歳御年貢米再議
納帆 ,万延元年は ｢申宗門御攻拡｣ (以上田淵家所蔵 )による｡ したがって各年代の
戸数比率は無高層を含めて算出したO
-97-


























･)亡木地師の鐘民化の藷鬼であ ･'),披らが非1.;:,･にやヰ 土ゝ地 しか所和できをかったためである｡申出Id
にをレ､ては戸数比率 持l7-'比 妹がそれぞIf17F',2･55曳少 してかり分解吐依然として続いていると考え
らilる｡ffか,明治8年の依拠史料 ｢地価収 刷.｣/こ,-1畑の収種滋の記峨がなV,ためtB･LiBとも反当収
T;i-を 1石とLJt7が,赤和頼む'CかIrJ-る耕地, 8町 5良 さ畝 12歩吃ついてはあ-iり忙収極出が少-/:いた
め反卦牧丘を5斗とした｡この村でrt山(,E四方を叫1れた山村であるせいでもあろうが,出作Irtなく
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rm ･満 漣 ～･
憐｣
l石5-14什 ■
｢牛歳W LFil米 iRii.J ｢申寺門御蚊帳｣ ‖~地恥 牧瀬戚｣
幼心｣
托) ftf拠史料拭:'頚4- 4一-1とJnlじ｡





図 4- 4- 5は免状記血の引(.bIを分析することに上9災省の畔Rfl,規模が抱定できるとの観点か ら
それぞれ実朝元年ん明治 2年の引血をグラフ忙しめしたものである.
凶 4- 4-5壱-みる-と.天明占年 (1876)に 128石に及ぶ引があるの忙気づ く. これは当時全 ､
国竹規模でおきた天明の大釘銘が この村においても,iR俊に舷するほどの蔵書を与えた ことを物語る｡
大鵬 8年='に机 これが 1 4石余杵まで減じているの妊主 として村内姓氏忙よる起返 しの絵果てあり,
当時拭それを桑わできるだけの余裕が廿だ榊に洗 っていたことを不している｡以後天保の大飢鯉を経
験するまでの約 50年樹,光政 12年 (1800)に去.きた と;考えられる災害を除けば平均的に安定
した毎が統V､てい るb
次t.e天作朋以後の状況をみてい こうo天保 d年 (1855 )に紘免状が存在 しか ハのであるが ,村
の成敗状況を演べた ｢凍成上清原和田方水拘地下改頓｣ (三船家所戒 )に上ると,この年水諺をうけ
ていることが.わかるG Lu方だけでその敏苫結面TJ';で 9町 7反 4畝 28歩,感で 146石 5斗 5升 l合
JtTも及び.･<際には畑方の分を加えるともっと多い と考え られる｡そ してその亜年天保の人肌態をむ
かえるのである｡IJ%状にrt天採 9年k:48石余の引がみられるのであるが凄際には 2年助の天保 7年
よi)かきているのであb,天保 11年 (I840 )托対から細JJ触役所に出 したurt付にI⊥(前 1項人
口の ところで既梅 ),天保 7年にも､きた飢 餓 によb死失,離散で 40軒程明菜になったと述べ られ
てか bT.杓で1.-t荒地となった 40軒分の土地に課せ られていた年-7;ifまで支払わなければならない状況
であった｡これほどの飢溺忙際 して,津山帯では天保 9年･K 48石巻鹿の引 しか与えていなV,のであ
り, しか も前年の天保8年には形式的なもの と考え られる荒地川欠引の 占斗も升のみであb,前述の
ように村で紘漢際の額筈と弘iとの差から生 じる央旬的な年貢の超過分も上納 してVlたので参る｡
Lか L,最作もできをいとの村においては,その疲解は容易に回復されたとは考えられず,天保 14




以後,弘化 4年 22石,題永元年17石余 と態 ,tに低下するが,浅永 2年から明治 2年迄は少なく
とも免状の存在する年付rこ崩 していえば丈久 2年に 50石代をn･TL.銀するたけで佃綻すべて 40石を越
え･明治 2年にはつtJlに246石強という引心音竣 しているc Lか も,題永 6,祭政 1 12年 ,文久
1 ･2年'明治 1 ･2年をみればわかるように,その年代の引かほとんどそのまま前年引続皆鮮 Lと
なってVlるCこれはf]拭 く災1.]tZに村は疲弊の渡合を濃め起返 しを行なうことに も伺怨が生 じてL^た こ
とをしめ し{LハるOこのよう忙天保 8年からの飢放%･中心とする災署は15村の生活を速乾紅EE追 したO
とItlを決定的に したの吐,曲菜政府の未発達 と余剰生塩物を全て徴収するという封超的年貢収助形態
であった｡




鉄山棟は ･日席賃労働に よろ収入,年,rl米的速倦骨の確減 .総に記す エうに猪 ･鹿か ら出 作物石守
ることなと,この村に多くの利益7;･も~たらしたoL.か し.それvf1)くきtrマイナス面も村にあたもた｡
史料の上で,濁水間態がiRL桝に現われろのは文政5叶 (1820 )である｡少 し長くそるが,JRせて
:(,(O
再製款議定 舵 安
納儲外商々僻郡上斎坂村列灘 ≡ ク-J村之俵富強 i虫菜余力咲抄収相律散在酎 Iも､叫 r闇久川上ノJr;.･-
村/^弐婚八ケ和之犠濁水細流恢而着水誠一純品々は捷之旨故障申立､磯村 々･qI手El3(,党/iF以来腔々
及出入 -.fJ'穣梱上〆儲在候払 襟村々之儀者敷 UThlく=トー引以之村方 二両勧年薮作者-1占,),士il,:ノド申､
冬春機 練之 ､当酬 抹 ･j:伐 欄 鹿等常数租EE尉 1鮒 ,勿座席恢得英 ､朋 描 勿翰疎等相舵偵上地
二酢之 取去Jq-.盈故 .､右雑 木伐山恨境 も不.lfir叶､鞍砂J&.,相繁I砂与.祇jJ一価之鑑､/l一棟帆 ,tl.メ臨桁追々
及灘洪御年jl-'fJal納所 も蓋女鮫処 .成イ了必童 - JーLだ,帖 幌成 ､今穀･11.人討中庄'庵粒･6:徳十脚 ･一宮甜下
村同Wr挙兵術立入､集故特科々fL及打袋峡#′･k二l洞 J･羅h枚肺手当水脚&之鎖線和歌便秘即戎瞭威 ､
先-束下師 と之鑓者先頭柵 及･Ll',入li滋窄 一之 妊二浪絹弟t}易瑠 談 雌敏之汚二保持者大成脚馴 :三も有之
唆 ､殊二相当上手当取斗佃昏当又追々LHJj加膿催相帯防邸一封こと;iSニ触戊紘塩 -付上下/iJL'lJイ1-少柵
･LP臥 共 L中流鯨 鹿 1-回軌純翻 心之上今.'L師 鮒 鵜 舟穏喰碇､ノi之 ,u･
- ､沈砂日比 晩･甜 仲 秋彼岸 E,舶 硬滞在之剛的号u:森口相韓小間f･,I?(放),且年限之依者当辰秋 与来
場 者彼岸迄中十ヶ年を 細別 ヒ手当利光執十は 削 TEIl紬 之/JtrTr'榊 江々棲村々与致出離 坤 い候､無
F l ル上 紙 年限朋 然棟jJ一棚 紬 年柄右之髄者向鎗升鋭之不及沙汰､当園跡碓孝継之騒昔年咽 軸
.i,'榊 々故搾之J-g.薄二組ひ ､先俵tit.=_之趣を以蔽艶鶏似顔血縁"1'申､当Lji]右一作二村耕合等-Jiは 之覇者
畝入用右韓カ-引血相可小束､
IJIJ之通繁韻議定イト 榊 紺 獅 IrI心強月])i/J%威加 島騒AZ･朕､然ル上者年番中堺激変艶聞軸焼 ､依之
連印続定頂為収削 l鹿如作
文蚊三辰年九月
(以下略 ) (旧淵家所成 )
これは,｢碑方羊寸々 ｣ 15ケ村と ｢水訂榊 ｣々 28ケ十･)との間に結ばれ/Lr_.現在の公事協定にあた
る盛定番であるo｣二蒲原√HIは秘方としての立切忙JB,右が,水言tIの村 と同様('C濁水(n:悩んでV,たであろ
うことは想像(l^C挫くた い O前文･.rrt ｢聴 力村人｣がなぜ故山樫 ･,;,もたかJjLほならをいのかi･匂己され
てVlる.内容,liL止折桁iEべたと一郎 である｡取鵜められた都項 か7/ると,(1)訣抄収吐4tlj年秋彼岸から
新 庄岸-a:で (14)鉄山秘の年季け 10ケ/LF(fl)そのid7の濁水 礎碁の代!rrとして九'.指の村々へ鋲札 20i1
日を与える ④この訴誰の雌)†行け べて複方が出-T･,という点が鵬 Jされているのである｡この種の
r.維 潮吐年季初めに奴焚きTLていた らし(,文政 5年のほか天保 5年 ･蔑永 2年 ･万延元年の議定･lit
が存在 している｡率 4- 4- 4,riこれらの盛瞳 Jl｡gL顎硯目を塵埋 したものであるO文政 5',f('Cつい




年 代 ∫偉 力村 政 水 諦村 政 鉄山懐年 季J穣 均個所数桓 -舌十
る理由 そ の 他 職 決 的 事 項
有無
文政 5(1820)l僧58 15佃▲l/卜l 28クヰ寸?ケ柑 10ヶ年5咋 11 2 銀札20見目 ○×XI 鉄紗に関する訴訟卓の複方に上る全額艮也
大悦 5 12ヶ年 描/k免生時に水誹村に嫡登鞄,鉄砂に慨する
(1854) 酢訟世の傍JB.昨よる食感負樋
二,tLi水 2(1849) 7舛寸 22ク杓 12ヶ年 銀札25円日 -
- 7ケ村 占 付 4姫 些 穴 椎リむ変史J東山刷(水晶β相＼),盲駄穴流し
杜 )史料は文政5｢再熱 放議定･uTR之屯｣ 天粍5 ｢差 上 Ffr.<&凝議態証文之 if｣ 名東 2 ｢鼻は 議定正
文 之 弔｣ 力娃元 個 水軸糸議定証文｣(すべて出淵漢文115)による｡●
宅政 15年かこついては天供5年と何じ史耕｡
'i釦も古いものでもふ,と推額され,こ1-Lら5つの議定少で 1828年 (文政 5)よi)1865年


















穀 4- 4- 5 月別鉄道巌 五i及び従 ･lf苛政の拙傍
天 保 与年 天保 14年 草餅 lb亨 DjJ冶 5年 明 治 4年
F迎 搬 豊 実 'B 亮 迎 斬 轟 搬 ト㌫ 笑.li私'l 1 淵 酪 原動 楓 離 芋も
り] 24 15 Hj lAi ! 9ド仁 8,三 451
2 49 1■7 941 14
5 l 184 24 275 5O
I4 l274 ; 25I 545. 25 1勺
5 259 貞 556 7 ! ,93 l7 ! 11 48 9 17 I 102 .廿 之｡i 十 十i 1
9 1/15 28 2ー8 27! IJ126仁 .10 145 26 4. .4i'1 92 1 1412 59 ; 1l 954i
_Ef !.ご C｣ 245 ･干上1.0"90'ミ8 日 85i "
(注) 1. 徒弟老人数合計(.t延べ人数 と7TEってい･7,0
1
2, 表中史料紘すべて出淵家丈iT把 よる｡
ここで仰苛物迎びの内鉄の過振を中心としてJC-容するが,この 日鹿野労鋤を分析 してい く上て.次の
2っe)視点-i･あげてかくO
講 1の視点として,このLti労働が間橡 としての性格を近世後期から明治初年にかけて もiJlつづけで
いたか どうか,つせりト的 )li蛇が労曲者化 してゆく矧 ajがあるかどうかをみろ｡窮 2の払急では･EJl;2
萌での考察をもとにしてどの階層の人々が主として行なっていたのかを分析するO
窮 1の視点E,Cより凄 4- 4- 5を･みてもむくと,天保 5年では鉄のilL搬).L上(以 下迷搬出と略す )100
tllI(鉄迎搬の際の嘩･位有･東とLJ,ラ)を越える月は5. 4. 5, 9･ 10月で特に 4･ 5月綻それぞれ
279束, 257,Lfiと最も多くなっている.回 14年7月か ら15年5月寸でIはう･ 4･ 5月に来中
仙に適齢されている反面,天保 5年に比 して9･ 川 月が淑少 している｡また8･ 1 1･ 12･ 1月
は庵鵜に迎搬itが減少 し,出解明 ･鰍雪肌 で(ri抱とん rt運搬がT7をわれていないことがわかるo 明治
5年 6月から同 4年5月までの分で1,そ･7I,帆 加 が上り一婦強まり,2DO東を越える月仕5月のみで
100東を越える月さえなく､7, 8, 9･ l o† 12･ 2月に関 して(,iゼロを記愈 してい る｡従業
-185-
者敦 もそれに対応 して同様な傾向がみられ,日屈草野伽 閣僚としての性格は年を照るにしたがって
強 くをってl^ くものと考えられる.この こ とは6^1iTr2項の禰水間組で,棟方と/帖#村との間に収焚され
た議定 渉の形噂 も掬いていると考えられる｡その中で昧鉄山襟を行なう舶脳粧 秋彼岸から藤波偉号で
とされていた こと壮前述のともLbであるO運送の時期 もその間に蔑中するのである0
本史之池上斎臨村之 蟻名壌広之村方三者御座候僻丸 山分之歩故耕作黄入不壮年柄多く髄 食南
裁#余フJニ山嶺無之帳而-地合難立¶･御座朕二付､本文価雌群被為 成下候- 余ゝ力稗 も出来仕､萄
以村jJ一為筋不少仰酵挟間､凍丈布願上候
(斬IT, ｢乍恐以描附鰍 寮申上藻｣(付紙 )とあるエうに,上斎原村にかいてyJ.この 日展琵労
切がLF.唐を維持 していく上で屯饗 なウエー トをもつものであることは無視できをいO
次l,t前2の視点の階fF';別ic労肋の状況弓々寮してLJ,くことにすろO




歳 4- 4- ム 払 払階)･FTuilj秩碓舶 及び徒歩者故の推移 ●t tI ･
皆当 部 天 保 5 年 L 万 蛙 元 年 明 治 8 輯
鉄心 記似年 代 史 敵 8 窄 天 保 5 年 明 治 5.4年 H)J溶 B.4年
i10-ノ2十 十 2 1= 1; 工 三: 15tl 151.竺 甘 …≡壬 ;人 数比 率的 人比 基体)lei:.lE言 i:耐 l.I'人放 し釜的 (胸 釣 遡盤宰^赦担 敬比_｣ 撃!
(鯛 ㈱
1.1 Ii7 (15 l8 1.1 1〔I 2.2 2 55I a 1.8 1 121占 73 53 90 48 107 5 8fI 76 17CI 6 10.5
12,9 87 占.5 占 6.7 28 占.る 2 55 8 1.8 2 55
52 55 25 5 il 12 2.7 4 7.0 ll 2.5 4 7.C)
巨 - 52 11占 LI 7.0
占.71.188 85_`l 71 79.8 297 る占5 40 702 5LI4 72.9l 44 77二8
江)依拠史料 指向6剖戊史料打協4- 4- 1に 同 じ.
鉄†.i二.,己叔R!科は文政 8 ｢小児 山 小HTL.ld払帖 ｣ (出淵家所蔵 ),他は衷 4-2-4と同
じ｡
-Ia(～-
1ロー20tj屑はどの卿 的 ･とってみても従 ･j嶺･lJ Iを,い し2名で迎搬ilも文政 8年 16束,犬鎌
5年 7東,JIl約 5･･4倒こついても 10･8東と他F)rてhlして比Lできわめて少ないO同様 に 1石未満Il.i
も1,くて55束で,!L:,g凱 比率をみても2･0多か ｢､2･7解と比笠紘低い｡ 1- 5石価yj:年石･へる忙 し
たがい避搬Lit比潔は下がる傾向を示 し.文政 8年に咋 1i2啓であるのに ,明治 5t･4年で!･ま1･8別仁
すぎ,.A(tJl｡それ ら!;〔対 し, 5- 10石屑は天保 5年57吟き1垂kL‡li比率で',LT,'!/C10卑以上弁維持すると
ともに明治 5･4年分で1 17年を占めるまでになっている｡瀬 尚層につL,､てQTLnjt(爺5●4年について し
か判明 していないが 5- 10石屑の 48束を⊥やわホ52束をユ確建 しているこ(tからみて,5-10
石化-1に比 しても少なくても付時政の従や率i･もつ ･.,つと考えられるO表 4- 4-7(1万度元年に痕.Ji
となる広告なる人物の持.Lと錐三,i駁iItとの1+tE碑を′.､Lkものであるが ,この長 に 上ると缶甘.i天保 5
年占石 5斗5升7台の持.U.-k･もつ中柵 i生民でもっ;t rしか し,天保 1 1/iF倶 最 :ii,t｣ム升 8台のfh'1
㍍忙転藤,方位充'1Fに打削工M)(ラ:,(:,TKr･,且となb元.j元年 もぬ也と変化がか ハoJ峯般出石みると.文
政 8年 15東,)i保 5年20束,同 10年 15火,FLJ114年 14取.サI納 5･4年 10東 と10束かi-'
ら26東のRtHi･上下 している1-.･CTぎ ドー作鵬と(D相rヤjr丈.繰さまほ とんどみられたtハといえるO
ここで第 1(r)視点であったムき民が上清Ll,巾 にむVtで｢届1-f労働との1肌 とーか ら77灘者化 してゆ く傾 向
が あるか どうかをもう一度一考Jrかかすこと(,CLLt)｡tハモまでの結倫を結合 してみるとそのすべてか
労働老化禎向を宮窪するもので らるといえる｡ LD.し聞遜ノ､7.も多く存在する07fず,桜 も.;-tU )Lべ き
嬢 .占屑の軌 f4]が41っ奉りしないととであるOそ して.上り本質的を問題は荷物迎 tl'それ白Jは忙ある｡
年季を･限ってti常 される族山襟に洗叫しているこのl'JT冴串び托出民にとって本業とするVこ(i,らT'り!,(
芋をrAEか蹟預であったo このILiの綻 し糾てHL:した上)に □府 .t4労帥 こ綻7'j物遊びと複軸 での労u'Jか
ある｡後者のJ去与合,前官 rり軽門的 であ り,Lかl:4-qLlJ席 と直接伯旅することか ら,む Lろ労 io者化
の問題伏韓lljでの 労 佃が小心 となるはずである ;.史料が存在 しなV,ためこの点?･1不明であ/Do
荷物遇び把かいて中枢的機能-i･Lrtたす継立(ulft:tt'ij文9年 (1797)三船,rRの先祖である戊痔純
に こりは じめられたが ･鉄山博は村T)]既出の困窮化1日方(-ものとLて存在意･kをもつ反面,その中で
滋 も利益を得た ものr脚jkl経常を Lていた三船r,.55であ 1七 ｡
- ､私議者当所 与Lti-,k申相 可jもの井諸荷物班山左へ通路牡立間屋二側究 明釦 1､､御詣ぜ 売上鵬 ,然
ル所去年九月ろ於'&'村地内二先鋭之'a鉄山収押す 拙 架仕侯口 蛙者 ､右'踊 抽 戎候鮎荷物仙 1店 へ
継立働樗私-jiニ舶究屈 IP解版二払超促 成､臥 f 叩上肢イ白州倉吉i御富国律LL偵 -通臥 榊 ク之朋怯
二相究屑LP候斎殖邦i働卿 1.束鉄山荷物淋立間fjEl仕柁在硬浪-'kiB奉点上州債簡此段御軌弁破郎 >i
下 ､先退車差上仮街鞘山通 り新 出光,tL:候aE借物捲包 ･司取払-^'江破為仰付披71下蛙償枝乍沼.t皐跡上
候問 ､格別之以御感悲寸,一之鮎御許牢禎75成下候- ゝ､ぷ有仕含与E･l'奉存候 ､此段宜吸被仰上可視 下
以上
上 訴 :L';料


































- ､trL大′｣､入ぜん 目方首匁エ百匹首匁まで ,
〆
右 者私議当子 御年貢銀二基支倣二付抑止之畑輝 冶櫨娼具不残甥物二差入此金縫二受娘刻御上
納仕俵地袋J王-嘩鍵疾.然ル上着来ル丑四月燈り元金二弐倒之 リ足加へ急慶御脚 可申候 ､ 成一
限月二重 .)少し-而も不足仕儀--､右質物二差入候紬ヰ啓治崖道兵乱 1･数相改受入之私手前-受収
摘渡し候共又着果払代錐 二両御払申可候炎御差回次第少しも僻年謎仕間数候 ､且邸宅 リ私歳者不及
学究新組合二重ル迄少 しも申刀痕御座候 ､為芯之親独組合諸人津村殺人申印形範之質入 忍文相渡L
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EB淵 也 治 郎
田 淵 屯 治 郎





上畑 さ畝 5歩,中畑 1畝 5歩
上畑 1畝 4歩
上田 7畝 21歩,下畑 15歩
下Etll反 12歩
下々畑 7畝
中E81反 6畝 24歩 .









下tfl 15歩,下畠田 5畝 下々畠E1 5畝
中田 4畝 12歩
上畑 6歩,鍛治屋道具 一式
上田 5畝 15歩,中田 1反5 畝 243Ji
下田 1畝 27歩.下 畑々 12傘
上畑 1畝 5歩
中田 4畝 12歩





下u]1反 る畝 5歩,下々畠田 2畝 6歩




















同 村 仁 平 大 殿
田畑質入れは衷 4-4-8によると宝暦 2年 (1752)から明治元年jでに 55例ある｡なお,
｢懲入証文｣がなくても ｢軍人併証文｣ ･｢質入流込 ミ証文｣が成っている場合はそれらによったが
借金虚については ｢墳入れ｣の際と札 珪するので()でくくっ-/C｡T殻的にいえば臨畑馬脚 増山ま
｢御年貢銀二差支｣えであり,賀入れが-夷JeI的に売Rと同一をものとなっていることは年男さえ支払
えをいものがそれに加えて元利をも返済できるかとうかを考えれば容易に粕懐がつくであろう｡
黄4-4-18によるJ:,天明6年～明治光年の間に皿1月家 (-仁兵衛.仁平太 ,亀治郎 )への土地銀中/i-i
14件 ･田 5反 7畝24歩,畑 9畝ム歩,畠EB5勧 3歩である｡
ところで.上斎原村に卦いては'ji入れされたEl.畑が単作,笥入れ十'質流れという形態を成るだけで
はない｡
次の証文は,直吉なる人物が去永 7(･rjE･改 元 )年に貿入れLた上田 5畝 15歩,中EBl反 5畝
24歩の土地が年季の 5年を待たず把を枚 2年質乱れと希った際の l-tf]棚'L軍人流込 ミ上銀正文｣とそ
れLje付属する ｢E目地流込 ミ返 り証文｣である｡
田地質入流込 ミ上銀詮史之却






































(人 名 略 )
両証文によると 個 人流込 ミ｣とは ｢常人レ｣Lた田畑を低当に再び倍銀する際,一種e葡流れと同
じ状態に凍ること7TJ･いい,それでもこの ｢句入流込 ミ｣を'ji入れか ら慣流れにいたる｢過程とLたの
I.,i ｢′乱入流込 ミ返リ証文｣に糾 ナる ｢五ヶ年之間証文襲元銀御返済被成候得者脊面之旧地高反別茂








-､下 畑々三歩 高九合 起
〆此下作米
電真綿俵半金谷山清二而相渡 L










同 村 庄 屋
下斎 原村 年寄
同 村 庄 屋
金 兵 衛
茂 兵 術
権 左 裾 門
庄 六
上着原村庄屋田淵 亀治 郎 毅
小作人弟代蔵は地主tfl淵亀治郎に対 し ｢三年之闇凶暴二不拘年々米拾弐俵半｣渡さをければをらな
い｡ところが某代蔵が′J､作している土地では 4斗 占升 9合･Lか米は取れない｡米 12俵半は 1俵 5斗
5升 としても4石 1斗 2升 5合に相当する｡上斎原柑rcかいては 1俵当bの米が普通の 10分の 1程
度 Lかないのではをいかと考えられるが,推軌の蝿 を出75い｡
この燭入れ とい う形態は田畑の売Imlが寛永 20年 (1645)の ｢EB畑永代売買禁止令｣によb固
く禁止されて以来赤芽‡4:いたるまで,その統制か続 くことで一般的に行 なわれるのであるが.永代克



















































































































































































































































































































































































































































































































































くことにする｡図 4- 4- 4はその三船家の家系図である｡
I
図 4- 4-4 御 船 (三 船 )家 家 系 図.
寛政8年末家二カ伝市
破産･茂兵術鼠居分LET5反





















率 環霊詣 鎧 兵術











られる｡それい らい庄屋敬 ･問屋経常とも分家筋が受け継 ぐことに在る｡その後本家は再興され,竹
次郎が 11石 5斗 6升 2合 (天保 5 ),菊太郎の代に 16石 4斗 5升 6合 (天保 1 1), 18石 4斗
8升 7合(弘化 4 ), 2 1石 2斗 6升 d合(万廷元 ).明治 8年三船竹次郎の時には 36石5斗 7升
の持崩を有する｡ こうした土地簸出は高利僻などによりなされたものと考えられるが,詳細は不明で
ある｡それに対 して,分家筋では前述の ように庄岸戦 .関屋韓をかこをVlながらも土地簸族はすすま
ず ,天保 5年.10石 9斗 9升8合,元治元年 12石1斗 9升 4合,明治 4年 15石 4斗 d升 d合,明
治 8年 15石 5斗 1升と中裁層の域を出ないのであるが,その原因紘本家の土地集成同様不明である｡
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rJ
上斎原村全休-i･Lj/Lても乗4-4I 10にみ られる県南の地峡托止 してほとんど土地恥駅がなされず50
石以上層の出現がfJLられかハことについて比,前に考察 したように商品経済が入b込んでいないこと.
地兜的に他村への出作が困姓であったこと,また E]濁rf労勤が 1- 5石屑 ,5-10石屑,無高層を
中,Llに行をわれたためかえって農民の塩鮭の貧困化をi>さえてし(たことなどがあげられ ようO
J
貸 4- 4- 10 芳井町山成家の持高推移
年 代 特 高
娃宝 5'(1677) 75石 5斗 1升
天野 2(1782) 55石
江)持高数値について吐 ｢地峡研究第 15巣｣





( 藤 井 仲 裁 )
I i I
1. ･ ～




考察の基礎史料となるの仕上斉原村役場所戒の明治 19年 8月の ｢上斉原村建物台帳｣であるO
この ｢建物台帳｣'は,上斉原村村円の住宅 110戸について.尾波番に従い戸主名と病棟の種別
を記 し･さらに各建棟の建坪を記入したもので奉るDこれは明治 10年代の限定であるが,同村











ケ｣ (下同住宅)で長匡(納屋 ),磯を所有する('=いたらないもの.(E,) 母匿の外に長屋 (納屋 )
を所有するが.いまだ瀧を所有するにはいたらない ｢長屋 (納島 )持｣(中層住宅).レう 母屋









び官曲屑に濁し,その中でも,5石- 10石の ｢蔵拝下岡｣と18石以上の 憎 持上屑｣とに分
けることができる｡(1)の ｢母屋のみ｣はこの図には襲われていないので,持高から ｢母屋のみ｣
をランクづけすることE,ILできない o しかしながら.｢建物台帳｣L'Cは 41戸の ｢母屋のみ｣が記
されており.そのうち. 20坪未満が 12戸.20- 50坪が 1占戸.50坪以上が 15戸で,
それぞれの平均坪数!･i. 14.22. 24.75.54･77坪であるOそ して, 20坪未満の 12戸






































































































































衰 4- 5- 1 上斉原村儒家閉島民住宅の階屑構成
戸 主 名 母 墳 義
1 三 船 竹治郎 T 48.占誓
2 m 測 技次郎 47.25
5 藤 木 孝 平 42.75
456 45.74582696
7 藤 木 作 平 50
8 柳 井 周 哉 40,5
910 ≡ ≡ 芸五轟 67,652
ll 片 EZ,J､一郎 4675
125 芸 芸 芸大芸 T 32三5占
屋 ー士 威 f建冊 数 持 高
iF 坪 I. 秤 石
24.5 15.75 94.4 56.570
2ロ 12 79.25 54,004
9 7.5 65.75 15,585
5 48.74 14,95占
16.25 12.5 66.75 15,517
875 7.5 1 45.21 ll,055
8 5 41 9.780
40.5 9,754
ll.25] 5 日.25 9,455
8 44.62 8.875
9 8 占5ー75 8.527
9 45 8.208
4 5 59.58 8,10占
4 17,75 7,867
5.25I 5 54 7.5日
i～-.5f; 25;5 6.,:,40,
2.42 5 i8.77 占,050
5.8802ー 5.87 47.1




8 5.25 58,75 5,DO古
18 58 4,566
- 戸 主 名 母 屋 長 屋 土 蔵 建坪総故 持 高
27 田 槻 放 歌 2占.占5 占 5 2占.85 4,0068 牧 野 丑 戒 8 57 549
29 乗 峰 槌太郎 14.4 - 5 17.4 5,496
50 '｣､ 椋 長 硬 24.58 5.758 28.15 2,760
51 小 椋 惣治郎 26.25 26.25 2.515
2 牧 野 載 51,25 422 .29
55 小 椋 岩 石 21 75 28 1.773
54 石 原 平三郎 ll.25 ll.25 1.657
55 牧 野 芳 蔵 24.13 52.15 1,167
56 丸 山 額 蔵 51.54 51.54 1.127
57 丸 山 鋸 就 25.75 25.75 .51占
8 牧 野 米 硯 9.75 5d.75 .455
59 ･J､ 椋 津 蔵 2占.27 9 55.27 .42日
40 牧 野 鶴 敢 509占 10 4596 .540
41 水 田 栄治郎 25.85 9 52.85 .277
42 片 田 松太郎 14.42 14.42 .187
5 柳 井 息 05 295 09
; 44l 丸 山 柳 蔵 24.79 a 50.79 .095




次に.衰 4- 512によって各類型の監宅確坪数をみていくと.(Jf)の ｢母屋のみ｣住宅は前に
も述べたように平均 20坪意匠の母屋をもつものと考えることができるOそして,(D)の ｢長屋持｣
住宅は,母屋が平均25坪に拡大され.これに4坪程度の長屋を加えて壌坪を約 50坪にしてお
り,レうの ｢就持｣住宅になると,まず ｢戟持下層｣では母屋の頬頓が平均 5 0坪に拡大され,こ




表4-5-2 姓 民住 宅の階層類型
持 高 階 層 住 宅 類 型 母 屋 長 屋 土 蔵 ;建坪総数 戸数比率
18石以上 秤 秤 秤 秤 戸 %戒 持 上 層 41.25 13.08 9.71 dA02 6 15




｢平均20評｣という下屑住宅, B 住宅槌純綿成 ｢長屋持｣.住宅棟坪数 ｢平均 50坪｣とい
う中層住宅,Cl住宅環棟榔 文憎 持下tBJ･反毛確坪数 ｢平均40刑 という上層住宅下血
C2佳宅建硬細戒 ｢戒持上Jfu ･住宅昏坪数 ｢平均 ‥ 坪→という上同住宅上位とlJnう階層的伝
塾として杷遠することができようOそして.この村では,Aはf‡農下屑(飯高).Bは貧農上層
(持高5石未満 )･Clは中曲下屑(持高 5- 1ロ石 )･C2は中位上柄(持高10- 20石 )
･ かよひ宵盈層(持高 20石以上 )!･,E希有の旺宅コ型であったo
f ② 住宅の階屑鵬 例
脚 ミ如上斉原村の姓氏住宅には以上のようT:苛屑織豊が把握できたのであるが,これを具体的
罰例によってみるといかようであったのであろうかO ｢建物台帳｣に記載された亜民住宅で･ほ
F喋 末朋の原理をとどめている4碍列と.即 一士記されていないが rS屋のみ｣住宅は赤和瀬
部落に 1部例残存していたのでこれを考界にJm,:L七o
A 下屑住宅の堺例
a) 葛太郎の場合(嬢楕 ｢母屋｣のみ.唾角 1&75軌 持高不明 )(写2E･4-5-1)Il
梁行2闇,桁行蛸 で奥行2･5臥 間口7即とした非常に小規模を住宅であるO中央で 2
介して北が土間都,9.,南が上げ味の部分と',ってし-て･上げ床部分は慈通 りに納戸があるも
















































明かi)思ががついているO境遇Dの ｢デ ｣ーli畢伊仙 と.ほとんど変わりないが,天井壮









(cl 金Id+Rの場合 (鎗棟 ｢母島｣ ･｢長尾｣ 2.度坪 5 5･48坪.持高 5石5斗 占升)
母屋姓都伊田 上bやや大きくなって密行151il.桁行7問であるO軌亀91は依然として
｢ナンド｣に明か り窓があるだけで.生官省F'lとして決 Lで決通 夜ものであったとはいえな

















｢カドヤ｣比 2つあD,ごちらにもマヤが設けられていた0 4･5坪の ｢カドヤ｣はマヤと
物藍に分かれていて.hi'1コワぷきて声ったCもうー 方の ｢カドヤ｣には 10登のムシロ
敷きの部屋が加えられ,そこに現戸主の祖母が穏居していたO
7ナl叫▼r
r14-514 埠例 (C) 平 面 (g7
-125-
C 上層住宅の畢例
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また･表通りについては. ｢ウチオイ｣から ｢イロT)ノマ｣にかけて 2･5間の線がつけら
れ･rj-yrJにも-観の障子がはいって開放度は全面開放に近い. ｢-ワ｣の奥には 5坪
の ｢クrJが設けられていて･北側くn=はI-1q]の明か れ窓がついているo rクド｣にはカマが
放かれているが･ これは飼料をつくるためのものであb.一般の煮炊きはイロ.)で行われたO
｢イロ1)ノマ｣ と ｢イタイマ｣との境は･ほぼ創建当時から障子で仕切られていたO
天井は ｢イPT)ノマ｣以外はすべて張られて卦b ･ ←オクノマ｣ と ｢ナカノマ｣はつb天
井であった.土間の部分の天井は板張Dで.わらなどを収納 していた｡
注 1 藤沢晋 ･中野美智子 riE世後期農民住宅の階層硝削 ,岡山大学教育学部 Ⅷ 究
娘録｣ 51号 .昭和 46年発行所収｡




































写衣 d- 5- 8
番例(C)の ｢カ ドヤ｣






















写其 4- 5- 14








写其 4- 5- 18
19例(a)の イ ロ リ
写寅 4- 5- 19
番例(a)の小屋組
梁の上にサスをのせている









写寅 4- 5- 20
才例(d_)の小屋組

















写夷 4- 51 25







クタラなる青果払 天明4(1784)年に伯曹国日野郡鉄肺 F原重仲が著わした F鉄山秘
削 (荏 ,)に上ると,多多良 ･針 高殿 瀬 棚の4字をあて･通例送風装甲 .製鉄鳩の建物
･作黄勧全体などを意味し(注 2).鐙吹澱鉄薬とは古来の砂鉄製錬による製鉄法をvIV,,砂
鉄を炭火で熔融して銑 ･鈴 を刺 し.さらに大鍛冶屋で榊 して鋳鉄 とし,刀 ･甲宮 ･帯必見 ･
鋳物 ･鍋釜の原料となす逢英であ9,明治中期に至るまで鉄の生箆は殆んと鍾吹救鉄法に上る
ものであった. 隙 LLl和せJによると鉄産出国として.播磨 ･但馬 ･美作 ･因畔 ･伯菅 ･備中
･/h後 ･出雲 ･石見 ･安芸をもげ.中国山脈一帯が主賓な鉄産地となっている｡中国山脈周辺
の土壌比 花樹岩 ･閃緑岩 ･安山岩の風化したもので一その中VC多重でしか も良質の砂鉄を含
有してvlる.一般VCLu馴 鵬 笹母花崩岩から生 じた ｢去晶｣(那 )を原料とし題 を梨す




















産する幼.(4)鎗谷.の 4段階に大別され.その闇 は一種のマ .= ユ7-'クチ}7形熊をとった
といわれる.製鉄作業の中核である軸比 高tB保持の必要から鮎底にあたる場所を地下 10尺,
広さ5脚 4万位に掘下げ,床焼きをし薪水排出口を設けるととも('C底や側面を石 ･砂利 ･粘土
で固め,さらVC大正の薪材を焚いて乾燥させる本床作りを終えて粘土で鎚体を串造するO舘の
大きさ躯 で長さ8- 9尺余,幅5尺余,高が ～ 4尺の長方形で内部断面は凹の形をなす｡
この鎖の両側に大輪を据え.キロ(木呂)という竹熊送風管を片側に 28本位ずつ細壁の下部
に通 して送風 し.砂鉄と木炭を交互に投入L I.2000C以上の高塩を保持 し砂鉄を熔融する0U･とよ
1作美期間(これを1代と呼ぶ )は 顔 神が5日間銑神は 4日間の昼夜連続操業を普通とし.
1代の操英に使用する砂鉄の遷戚 ･銑神とも(,t,大体5.ロoo- 4.0OOtJ (11,250-
15･00ロ･YZ)一木炭もほほ同瀧を使って約 1･O0Orr内外の如 たは銑i･産出し一 1代終れ
ば領体を壊して新たtn:築造し直し.灰木を軌 1て乾燥させた後,次の操業に入った､したがっ
て.錨の年間操業回教は58-60代を普通としたといわれる





高有無甘上帳｣(荘 チ)の末文に ｢今般鉄山南之頚部尋被仰付承知奉長尻 此段先年庭長大
( 1a0I)丑年以軌 傭前脚 多中桁官梯卸領分之節竜鉄山高と唱億義茂御座候様申伝候
へ共証拠二相成候頓成古音類無御免 有事中己来者永荒海と相唱侯得共先年鉄山高申昔 大高































- 中畑 弐畝廿四-j; 高三斗七升七合
弐 作兵衛
やしき同所
- 上畑 宅畝三/j:･ 高壱斗⊥升五合
膏 菩兵衛
やしき同所
- 上畑 ≡畝≡歩 高畑斗六升五含
竜 源三郎
やしき同所




表 4-6- 1 上斎原村寛文麿地坪帳之内軌 LJ分
畝 歩 渇
下 田 占畝 5歩 香 75
上 畑 50畝 8歩 7_468
中 畑 日 畝 12歩 1.555
下 畑 40畝 19歩 4_42とi
文献上では.元禄年間の編といわれる r作州dEIvEせ. ｢元禄十 (1占97),丑 1年当時
上才原と羽出村に鉄山あb｣と記されている｡史朝上で鉄山名 ･鉄山緩人が確認できるのは.
｢一 松平越後守様御領知之節.宝水元申(I704 )卒去正徳五菜 (I7 15 )年迄.
千問原平城山(硯奥津町千軒か )之内舛茶谷筋-而塩津屋普兵衛.増田屋又左衝門
与申もの鉄LLl相楳御迎上羽出村名取立格納魚殴 (中略 ) 鉄山弐ケ所有之.宅ヶ
所老高田屋七左術門与申者相硬申侯.ln鎗初速上之俵茂上兼原村 ち相納正徳五牢の
小帯付二銀三百五拾目壇搾屋身魂取鯨与中味有之鋲聞
し以下略 ) (江 11) ｣~
｢松平越後守様御領知之飢 宝永元申串る王領玉来牢迄人形仙二而久世尾平兵徹 ,ii稗
尾孫八与申竜鉄山相稼御逆上上清原村ふ取立相納候段 (以下略 ) (任 12 ) ｣

























稼村数も年代が下るVCつれて漸次減少していったo文政5( 1820)牢忙比 上寿原村 ･下
帯原村 ･長藤村 .奥津村 ･羽出村 ･同西谷 ･至孝鍵村 ･井坂村 ･饗野村 ･西屋村 ･箱村 ･杉村
･同坂手′｣＼原分〆 14ケ村である机 天保 5( 1854)牢になると上斎原村 ･下兼原村 ･長
藤村 ･奥津村 ･同川西村 ･糞野村 ･羽出村〆7ケ村と鉄山棟村数は半減し,さらに中国山脈山





表 4- a-2 文政～天保年間の鉄山穣村の推移と水諦村
鉄 山 稼 村 7k 謂 村
文政 5(1820)牢 告-8tF5=.5)辛 天 保 5 (1854) 牢
上京原村 箱 村 上帝原村 中谷勺下介 原 村 中 嶋 村 中 桁 村
下斎原村 杉 村 下寿原村 ,q-, 木 村 新森原村 蕃 uj村 金 屋 村
長 藤 村 同額手′ト原分 長 勝 村 女 厚 村 鼻加部村 古 城 村 (西北条郡)
奥 津 村 奥 陣 村 河 /ー〕 村 宗 枝 村 同村東分 小田中村
羽 出 村 同川了町村 久田上原村 古 川 村 一 方 村 同村之内
同 西 谷 題 野 村 久田下原村 吉 原 村 北 村 新 田 分
至孝農村 羽 出 村 入 村 仲 戸 村 井 口 村
井 .坂 村 同 村 下 丹 荘 庄 村 大 谷 村
♯ 野 村 山 城 村 二 宮 村 嘩 山 村
西 監 村 下 原 村 (久米南条郡)八 出.村












1rH_し文政十三寅年へ月表斥 二 頂 , 噂別慮濁之節着水受村々ft,地元
村へ及引合候閣僚方こか1.へでも柑 心々を用取締付可申単
一 鉄砂-件二村諸入用之乱 発議定之通不殊韓方 ろ差出可申歩
-1Jiトー-
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? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? 〜
｣(荘 1占)







さらに ｢再熱放課定番之串｣(注 17)の中VC. ｢一鉄砂取之鏡背例年秋彼岸占翌春彼岸迄
之脚相襟裳余決而相帯中間輔.且年限之儀竜当辰秋去来ル寅春迄中十ケ年季二相定.弁手当科
先銀札弐拾貫目唇面之水甜村 江々稜村々ろ放出銀可申候,(以下略 )｣また.｢熱祭議定悪文
之申｣(注 18)に壮 ｢尤濁水為手当共六ケ村辻江銀札弐拾五丁目穣方古村 江々相渡可申事｣




























































人教 斡人 才領 甚助
同村ととろと申山
人教 三人 才領 三工門
同村は うそうた山と中山
人数 拾Pq人 才領 巷助
同村杉′｣､屋 と申山
人敬 拾弐人 才領 藤兵エ





ているoまた･この丑ケ谷鉄山は鍛冶屋 5軌 鉄穴場 4ヶ所をも同時に付設 し.完全なマ= 1
7 -クチ-ア形態をと9･山子総人数はム4人 (婆 ･子供など家族員は含まないと思われる)

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































衰 4 - 占- 4 文政 ･天保筆問.:JF五一什る鉄生産高
仁単位 :Er)
辛_㌃華ヱ 小 泉 山 金 吉 山 喜 路 山 代 続 山 栄 杉 山 各軍生産高
文政 6(1825)早 , ll.tBd ll.188
′ 7 15,540 15,540
′ 8 19.460 19｣480
天保2(1851)牢 18.158 51,954 50,892






9 27,146 2.8t】0 29.946
10 14,490 2.CIPd 14.968 51.542
ll 7.占18 7.dld
12 占.570 1占.750 25,100
5ー 7.476 8,722 18.198
～-ー 14 8.652 5,250 15,902
15 ふ.290 5,290
弘化 5(1848)牢 2.982 2,982












写真 4一 d I10 領の守護神である金星
子神を祭る堂の内部手前に鉄が慨い
てある｡































地料とその主要な内容をまとめたのが表 5-15-占である.文政 ･天保 ･万低利7.,1の詫定温丈
では鉄山は2ヶ所 と限定されてかD.近世錐糊鉄山2ヶ所につき逆上銀 11‡550日が映課さ
れたと考えられる.liた運上銀の上納方法比 ｢遠藤鍛冶唇義定之麦｣(任 5 1)によると.
｢- 御迎上銀之偽者壱ケ年分朝弐H五百日宛相定メ申候.内壱1弐盲五拾目叩
月残り壱rr弐百五拾目九月両度二糾上納可竣成候甲｣
とあ9.春と秋の二期VCわけで上納されている｡
-151-I
